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規

則

(

第
九
号－
第
十
九
号)

○
福
岡
県
財
務
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

会
計
管
理
局
会
計
課)

二

○
福
岡
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

港

湾

課)

三
九

○
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

(

県
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課)

四
八

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
福
岡
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(
県
民
情
報
広
報
課)

四
八

○
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金

の
貸
付
け
等
に
関
す
る
規
則

(

警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課)

四
九

○
福
岡
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

建
築
指
導
課)

六
四

○
福
岡
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

建
築
指
導
課)

六
四

○
福
岡
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

人

事

課)

七
一

○
福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

人

事

課)

七
七

○
福
岡
県
国
民
健
康
保
険
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

(

医
療
保
険
課)

七
九

○
福
岡
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

中
小
企
業
経
営
金
融
課)

七
九

告

示

(

第
六
百
十
九
号－

第
六
百
二
十
三
号)

○
全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
を
設
け
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
同

協
議
会
の
規
約
の
一
部
変
更

(

財

政

課)

八
〇

○
実
習
船
の
共
同
運
航
に
係
る
事
務
の
受
託
に
つ
い
て

(

教
育
庁
財
務
課)

八
〇

○
福
岡
県
組
合
施
行
土
地
区
画
整
理
事
業
費
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

(

都
市
計
画
課)

八
一

○
福
岡
県
組
合
等
土
地
区
画
整
理
資
金
貸
付
金
貸
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示

(

都
市
計
画
課)

八
一

○
福
岡
県
の
財
務
担
当
所
及
び
取
引
店
の
指
定
に
関
す
る
告
示(

会
計
管
理
局
会
計
課)

八
二

訓

令

(

第
四
号－

第
七
号)

○
福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

人

事

課)

八
四

○
福
岡
県
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

人

事

課)

八
六

○
福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

人

事

課)

八
七

○
福
岡
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

行
政
経
営
企
画
課)

八
八

議

会

○
福
岡
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示

(

議
会
事
務
局
調
査
課)

九
一

教
育
委
員
会

○
福
岡
県
立
学
校
事
務
職
員
等
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

(

教
育
庁
総
務
課)

九
一

○
福
岡
県
立
図
書
館
の
利
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

教
育
庁
社
会
教
育
課)

九
一

○
福
岡
県
教
育
財
産
管
理
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則(

教
育
庁
施
設
課)

九
二

○
へ
き
地
等
学
校
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

教
育
庁
教
職
員
課)

九
三

○
福
岡
県
教
育
委
員
会
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

教
育
庁
総
務
課)

九
四

○
福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

教
育
庁
総
務
課)

九
五

○
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す

る
訓
令

(

教
育
庁
総
務
課)

九
六

選
挙
管
理
委
員
会

○
公
職
の
候
補
者
等
が
使
用
し
得
る
演
説
会
施
設
の
指
定
の
一
部
改
正

(

市
町
村
支
援
課)

九
七
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人
事
委
員
会

○
福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課)

九
七

○
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

(

人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課)

九
八

○
福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課)

九
九

○
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
九
条

第
五
項
の
へ
き
地
公
署
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

(

人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課)

九
九

○
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
十
二

条
の
給
料
の
調
整
額
の
経
過
措
置
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

(

人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課)

九
九

○
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課)

一
〇
〇

福
岡
県
財
務
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
九
号

福
岡
県
財
務
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
改
正)

第
一
条

福
岡
県
財
務
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
三
号
及
び
第
六
号
中

｢

科
学
捜
査
研
究
所｣

を

｢

鉄
道
警
察
隊
及
び
科
学
捜
査
研
究
所

｣

に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
二
項
第
二
号
中

｢

規
約
等｣

の
下
に

｢

及
び
役
員
名
簿
等｣

を
加
え
、
同
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
指
定

し
な
い
。

一

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号)

第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

(

以
下

｢

暴
力
団｣

と
い
う
。)

で
あ
る
と
き
。

二

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

(

以
下
こ
の
号
に
お
い
て

｢

暴
力
団

員｣

と
い
う
。)

又
は
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

(

以
下

｢

暴

力
団
員
等｣

と
い
う
。)

で
あ
る
と
き
。

三

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
売
り
さ
ば
き
所
と
し
て
設
置
を
予
定
し
て
い
る
所
が
、
暴
力

団
又
は
暴
力
団
員
等
が
所
有
し
、
又
は
借
り
受
け
て
い
る
所
で
あ
る
と
き
。

四

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
と
密
接
な
交

際
を
有
し
、
又
は
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
関
係
を
有
し
て
い
る
と
き
。

第
七
十
四
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
知
事
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

一

売
り
さ
ば
き
人
が
、
暴
力
団
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

二

売
り
さ
ば
き
人
、
売
り
さ
ば
き
人
の
役
員
等
又
は
売
り
さ
ば
き
を
行
う
者
が
、
暴
力
団
員
等

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

三

売
り
さ
ば
き
所
が
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
が
所
有
し
、
又
は
借
り
受
け
て
い
る
所
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

四

売
り
さ
ば
き
人
又
は
売
り
さ
ば
き
人
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
と
密
接
な
交

際
を
有
し
、
又
は
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

第
八
十
五
条
第
二
項
中

｢

指
定
金
融
機
関｣

の
下
に

｢

、
指
定
代
理
金
融
機
関
又
は
収
納
代
理
金

融
機
関｣
を
加
え
る
。

第
八
十
八
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

請
求
の
あ
つ
た
と
き｣

の
下
に

｢

、
積
立
決
定
の
と
き｣

を
加

え
る
。

第
九
十
六
条
第
二
項
の
表
一
の
部
警
察
本
部
の
項
中

｢

所｣

の
下
に

｢

、
隊｣

を
加
え
る
。

第
九
十
七
条
第
四
項
中

｢
第
九
十
五
条
第
二
号
ソ｣

を

｢

第
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号
ソ｣

に
改
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め
、
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
中

｢

口
座
振
替
一
覧
表｣

の
下
に

｢

又
は
支
払
情
報
内
容
一
覧
表｣

を
加
え
る
。

第
九
十
八
条
第
二
項
第
三
号
中

｢

会
計
年
度
終
了
時
に
お
い
て
精
算
す
る
場
合
を
除
く｣

を

｢

繰

越
の
承
認
を
す
る
場
合
に
限
る｣

に
改
め
る
。

第
百
条
第
一
号
中

｢

不
動
産
登
記
法
施
行
令｣

を

｢

不
動
産
登
記
令｣

に
改
め
る
。

第
百
七
十
三
条
第
一
項
中

｢

三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト｣

を

｢

三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト｣

に
改
め
る
。

第
百
八
十
三
条
第
四
項
中

｢

記
名
押
印
す
る｣

を

｢

押
印
す
る｣

に
改
め
る
。

別
表
二
財
務
担
当
所
名
の
欄
中

｢

自
動
車
警
ら
隊

鉄
道
警
察
隊

機
動
捜
査
隊

交
通
機
動
隊

｣

を

｢

自
動
車
警
ら
隊

機
動
捜
査
隊

交
通
機
動
隊｣

に
改
め
る
。

別
表
四
備
考
１
中

｢

又
は
請
求
の
あ
つ
た
と
き｣
を

｢
、
請
求
の
あ
つ
た
と
き
、
積
立
決
定
の
と

き
又
は
繰
出
決
定
の
と
き｣

に
改
め
、
同
表
備
考
４
中

｢
未
満｣

を

｢

以
下｣

に
改
め
る
。

別
表
五
の
６
の
項
中

｢

全
部
の
経
費｣

を
削
り
、
同
表
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

｢

債
務
負
担
行
為
に
係
る
経
費｣

の
会
計
管
理
者
に
事
前
合
議
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
別
表
四
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

様
式
第
五
十
六
号
中

｢願
出
人
住
所
(所
在
地
)

印

氏
名
(名
称
及
び
代
表
者
氏
名
)

｣

を

｢願
出
人
住
所
(所
在
地
)

氏
名

ふ
り
が
な

(名
称
及
び
代
表
者
氏
名
)

に
改
め
る
。

(生
年
月
日

年
月

日
)

｣

様
式
第
五
十
七
号
の

(

裏)

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（裏） 

注   意   事   項 
１ 次の各号の一に該当するときは、売りさばき人の指定を取り消すことがあり

ます。 

 イ 福岡県財務規則（昭和３９年福岡県規則第２３号）に違反したとき 

 ロ 福岡県財務規則第７０条の２各号に掲げる基準を満たさなくなつたと認め

られるとき。 

 ハ その他知事が必要と認めたとき。 

２ 次の各号の一に該当するときは、売りさばき人の指定を取り消します。 

 イ 売りさばき人が、暴力団であることが判明したとき。 

 ロ 売りさばき人、売りさばき人の役員等又は売りさばきを行う者が、暴力団

員等であることが判明したとき。 

 ハ 売りさばき所が、暴力団又は暴力団員等が所有し、又は借り受けている所

であることが判明したとき。 

 二 売りさばき人又は売りさばき人の役員等が、暴力団又は暴力団員等と密接

な交際を有し、又は社会的に非難される関係を有していることが判明したと

き。 

３ 売りさばき所の見やすいところに、売りさばき所の標識を掲げること。 

４ 証紙は額面金額をもつて売りさばかなければならないこと。 

５ 売りさばきに支障のないように証紙を備えておかなければならないこと。 

６ 汚損若しくはき損した証紙を売りさばいてはならないこと。 

７ この売りさばき人証を他人に貸与してはならないこと。 

８ 証紙を買受けようとするときは、この売りさばき人証を提示して買受けなけ

ればならないこと。 

９ 住所若しくは氏名を変更したとき、又は売りさばき所を変更しようとすると

きは、この売りさばき人証を添えて売りさばき人指定事項変更願を知事に提出

しなければならないこと。 

10 この売りさばき人証を亡失又はき損したときはすみやかに知事に届け出なけ

ればならないこと。 

 

 領収証紙代金納入書に用いる印鑑押印欄 
 （領収証紙を買受けるときは必ずこの印鑑を押印すること。） 

 

 

印    
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様式第131号その２ (第154条､ 第167条) (物品購入用)

様式第132号その２ (第163条､ 第167条) ( 〃 )

（表） 
 

入 札 書（見積書）（請書）  
￥               

納  期  限 月    日 納  入  先 課（室） 
品    名 規 格 数 量 単  価 金  額 摘   要 

      
      
      

合    計      
 
 上記のとおり入札（見積）いたします。 
 福岡県     殿 

年  月  日  
住  所            
氏  名         印  

 
１ 契約内容、履行期限及び履行場所   上記のとおり 
２ 契約金額 ￥          
   （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額￥       ） 
３ 私の責任において契約を解除されたときは、違約金として契約金額の１００分の 
   の金額を納入します。 
  なお、この場合別途損害賠償の請求をされても異議はありません。 
４ 私の責任において、納期の遅延をしたときは遅滞損害金として遅延日数に応じ１年
につき、未納部分の代金の 73.0 パーセントの金額を納入します。 

５ 私は、この契約に関して次の各号の一に該当するときは、契約を解除されても異議
ありません。この場合において、解除により私に損害があつても、福岡県にその損害
の賠償を求めません。 

 (1) 公正取引委員会が、私に私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和
２２年法律第５４号）第３条の規定に違反する行為（私を構成事業者とする事業団
体の同法第８条第１項第１号の規定に違反する行為を含む。以下「独占禁止法違反」
という。）があつたとして同法第４９条第１項に規定する排除措置命令を行い、かつ、
当該排除措置命令が同条第７項又は第５２条第５項の規定により確定したとき。 

(2) 公正取引委員会が、私に独占禁止法違反があつたとして同法第５０条第１項に規
定する課徴金の納付を命じ、かつ、当該納付命令が同条第５項又は同法第５２条第
５項の規定により確定したとき。 

 (3) 公正取引委員会が、同法第６６条第１項の規定により審判請求を却下したとき、
又は同条第２項の規定により審判請求を棄却したとき。 

 (4) 私又は私の代表者、代理人、使用人その他の従業員が刑法（明治４０年法律第４
５号）第９６条の３又は同法第１９８条の規定による刑が確定したとき。 

６ 私は、前項の規定により福岡県が契約を解除することができるときにおいては、契
約を解除するか否かを問わず、購入代金の額の１００分の２０に相当する金額を賠償
金として福岡県の指定する期間内に福岡県に支払います。契約の履行が完了した後も
同様とします。ただし、福岡県が支払う必要がないと認めるときは、この限りではあ
りません。 

７ 福岡県に生じた実際の損害額が前項に定める金額を超える場合において、福岡県が
当該超える金額を併せて請求することについて異議ありません。 
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（裏） 
 

８ 私が次の各号の一に該当する旨、警察本部から福岡県に対し通知があつたとき
は、契約を解除されても異議ありません。この場合において、解除により私に損害
があっても、福岡県にその損害の賠償を求めず、かつ、違約金として県に契約金額
の 100 分の  の金額を納入します。 

 (1) 計画的又は常習的に暴力的不法行為等を行い、又は行うおそれがある組織（以
下「暴力的組織」という。）であるとき。 

 (2) 役員等（個人である場合にはその者を、法人である場合にはその法人の役員（役
員として登記又は届出がされていないが、事実上経営に参画している者を含む。）
をいう。以下同じ。）が、暴力的組織の構成員（構成員とみなされる場合を含む。
以下「構成員等」という。）となつているとき。 

 (3) 構成員等であることを知りながら、これを雇用し、又は使用しているとき。 
 (4) 暴力的組織又は構成員等であることを知りながら、その者と下請契約又は資

材、原材料の購入契約等を締結したとき（事実を知らずに契約等を締結した場合
であつても、当該事実の判明後速やかに、契約の解除など適切な是正措置を行わ
ないときを含む。）。 

 (5) 自社、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える
目的をもつて、暴力的組織又は構成員等を利用したとき。 

 (6) 暴力的組織又は構成員等に経済上の利益又は便宜を供与したとき。 
 (7) 役員等が、個人の私生活上において、自己若しくは第三者の不正の利益を図

る目的若しくは第三者に損害を与える目的をもつて、暴力的組織若しくは構成
員等を利用したとき、又は暴力的組織若しくは構成員等に経済上の利益若しく
は便宜を供与したとき。 

 (8) 役員等が、暴力的組織又は構成員等と密接な交際を有し、又は社会的に非難
される関係を有しているとき（暴力的組織又は構成員等と飲食、遊技等を共に
すること、暴力的組織又は構成員等が主催するパーティーその他の会合に出席
すること等）。 

９ 前項第１号又は第２号に該当する事由の有無の確認のため、役員名簿等の提出を
求められたときは、速やかに提出します。 

 
 福岡県     殿 
 

年  月  日  
 

契約者住所            
 

氏   名         印  
 

 備考 １ 入札（見積）金額については、契約希望金額の 105 分の 100 に相当する金額
を記入させること。 

    ２ 契約金額欄は、入札書（見積書）に記載された金額に当該金額の 5%（1 円未
満切捨て）に相当する金額を加算した金額を記入させること。 

    ３ うち取引に係る消費税額欄は、課税事業者のみ記入させることとし、金額は、
契約金額に 105 分の 5 を乗じて得た額（1円未満切捨て）を内数で記入させる
こと。 
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様式第131号その３ (第154条､ 第167条) (賃借用)

様式第132号その３ (第163条､ 第167条) ( 〃 )

（表） 
 

入 札 書（見積書）（請書） 
 

￥              
 

課（財務担当所）名     
  
使 用 期 間 

 
  年 月 日～ 年 月 日 使用課（財務

担当所）名 
 

賃 借 件 名 土地・家屋・会場・自動車・船舶・その他（   ） 
所在地（目的地）  
名      称  
構造（車種・定員）  

区     分 数  量 時  間 単  価 金     額 
     
     
     

 
内 
 
訳 
     

備考 
 
 上記のとおり入札（見積）いたします。 
 福岡県      殿 
 

年  月  日  
住  所             
氏  名          印  

 
１ 契約内容、履行期限及び履行場所     上記のとおり 
２ 契約金額 ￥ 
   （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額￥           ） 
３ 私の責任において契約を解除されたときは、違約金として契約金額の１００分の の
金額を納入します。 
４ 私の責任において、履行の遅延をしたときは遅滞損害金として遅延日数に応じ１年に
つき、未納部分の代金の３．３パーセントの金額を納入します。 
５ 私が次の各号の一に該当する旨、警察本部から福岡県に対し通知があつたときは、契
約を解除されても異議ありません。この場合において、解除により私に損害があつても、
福岡県にその損害の賠償を求めず、かつ、違約金として県に契約金額の 100 分の  の
金額を納入します。 
 (1) 計画的又は常習的に暴力的不法行為等を行い、又は行うおそれがある組織（以下「暴
力的組織」という。）であるとき。 

 (2) 役員等（個人である場合にはその者を、法人である場合にはその法人の役員（役員
として登記又は届出がされていないが、事実上経営に参画している者を含む。）をいう。
以下同じ。）が、暴力的組織の構成員（構成員とみなされる場合を含む。以下「構成員
等」という。）となつているとき。 

 (3) 構成員等であることを知りながら、これを雇用し、又は使用しているとき。 



� � � � ����������	 
�	 ��
��� ����

（裏） 

 

 (4) 暴力的組織又は構成員等であることを知りながら、その者と下請契約又は資材、原

材料の購入契約等を締結したとき（事実を知らずに契約等を締結した場合であつても、

当該事実の判明後速やかに、契約の解除など適切な是正措置を行わないときを含む。）。 

 

 (5) 自社、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的

をもつて、暴力的組織又は構成員等を利用したとき。 

 (6) 暴力的組織又は構成員等に経済上の利益又は便宜を供与したとき。 

 (7) 役員等が、個人の私生活上において、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的

若しくは第三者に損害を与える目的をもつて、暴力的組織若しくは構成員等を利用し

たとき、又は暴力的組織若しくは構成員等に経済上の利益若しくは便宜を供与したと

き。 

 (8) 役員等が、暴力的組織又は構成員等と密接な交際を有し、又は社会的に非難される

関係を有しているとき（暴力的組織又は構成員等と飲食、遊技等を共にすること、暴

力的組織又は構成員等が主催するパーティーその他の会合に出席すること等）。 

６ 前項第１号又は第２号に該当する事由の有無の確認のため、役員名簿等の提出を求め
られたときは、速やかに提出します。 

 
  
 福岡県      殿 
 

年  月  日  
契約者住所             
氏   名          印  

 
備考 １ 入札（見積）金額（土地のみの１月以上の賃借に係るものを除く。）については、

契約希望金額の１０５分の１００に相当する金額を記入させること。 
   ２ 契約金額欄は、入札書（見積書）金額に当該金額の５％（１円未満切捨て）に

相当する金額を加算した金額を記入させること。 
   ３ うち消費税及び地方消費税の額欄は、課税事業者のみ記入させることとし、金

額は、契約金額に１０５分の５を乗じて得た額（１円未満切捨て）を内数で記入
させること。 
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様式第131号その４ (第154条､ 第167条) (電子集約物品購入用)

様式第132号その４ (第163条､ 第167条) ( 〃 )

（表） 
 

入   札   書（見積書）（請書） 
 

※くじ番号    
 ￥              

 
発 注 番 号  

調達案件 
名  称 

 

納 期 限  納入先  
品  名 規   格 数 量 単 価 金   額 摘 要 

       
      
      

合  計      
 
 上記のとおり入札（見積）いたします。 
 
  福岡県     殿 

年  月  日  
 

住  所               
氏  名            印  
資格審査登録番号           

 
 １ 契約内容、履行期限及び履行場所     上記のとおり 
 ２ 契約金額 ￥           
  （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額￥           ） 
 ３ 私の責任において契約を解除されたときは、違約金として契約金額の 100 分の 10 の金額
を納入します。 

   なお、この場合別途損害賠償の請求をされても異議はありません。 
 ４ 私の責任において、納期の遅延をしたときは遅滞損害金として遅延日数に応じ1年につき、
未納部分の代金の73.0パーセントの金額を納入します。 

 ５ 私は、この契約に関して次の各号の一に該当するときは、契約を解除されても異議ありま
せん。この場合において、解除により私に損害があつても、福岡県にその損害の賠償を求め
ません。 

  (1) 公正取引委員会が、私に私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律(昭和22年法
律第54号)第3条の規定に違反する行為(私を構成事業者とする事業者団体の同法第8条第1
項第1号の規定に違反する行為を含む。以下「独占禁止法違反」という。)があつたとして
同法第49条第1項に規定する排除措置命令を行い、かつ、当該排除措置命令が同条第7項又
は同法第52条第5項の規定により確定したとき。 

  (2) 公正取引委員会が、私に独占禁止法違反があつたとして同法第50条第1項に規定する課
徴金の納付を命じ、かつ、当該納付命令が同条第5項又は同法第52条第5項の規定により確
定したとき。 

  (3) 公正取引委員会が、同法第66条第1項の規定により審判請求を却下したとき、又は同条
第2項の規定により審判請求を棄却したとき。 

  (4) 私又は私の代表者、代理人、使用人その他の従業員が刑法(明治40年法律第45号)第96
条の3又は同法第198条の規定による刑が確定したとき。 

 ６ 私は、前項の規定により福岡県が契約を解除することができるときにおいては、契約を解
除するか否かを問わず、購入代金の額の 100 分の 20 に相当する金額を賠償金として福岡県
の指定する期間内に福岡県に支払います。契約の履行が完了した後も同様とします。ただし、
福岡県が支払う必要がないと認めるときは、この限りではありません。 

 ７ 福岡県に生じた実際の損害額が前項に定める金額を超える場合において、福岡県が当該超 
える金額を併せて請求することについて異議ありません。 
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（裏） 
８ 私が次の各号の一に該当する旨、警察本部から福岡県に対し通知があつたときは、契約を
解除されても異議ありません。この場合において、解除により私に損害があつても、福岡県
にその損害の賠償を求めず、かつ、違約金として県に契約金額の 100 分の  の金額を納入
します。 
 (1) 計画的又は常習的に暴力的不法行為等を行い、又は行うおそれがある組織（以下「暴力
的組織」という。）であるとき。 

 (2) 役員等（個人である場合にはその者を、法人である場合にはその法人の役員（役員とし
て登記又は届出がされていないが、事実上経営に参画している者を含む。）をいう。以下
同じ。）が、暴力的組織の構成員（構成員とみなされる場合を含む。以下「構成員等」と
いう。）となつているとき。 

 (3) 構成員等であることを知りながら、これを雇用し、又は使用しているとき。 
 (4) 暴力的組織又は構成員等であることを知りながら、その者と下請契約又は資材、原材料
の購入契約等を締結したとき（事実を知らずに契約等を締結した場合であつても、当該事
実の判明後速やかに、契約の解除など適切な是正措置を行わないときを含む。）。 

 (5) 自社、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をも
つて、暴力的組織又は構成員等を利用したとき。 

 (6) 暴力的組織又は構成員等に経済上の利益又は便宜を供与したとき。 
 (7) 役員等が、個人の私生活上において、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的若

しくは第三者に損害を与える目的をもつて、暴力的組織若しくは構成員等を利用したと
き、又は暴力的組織若しくは構成員等に経済上の利益若しくは便宜を供与したとき。 

 (8) 役員等が、暴力的組織又は構成員等と密接な交際を有し、又は社会的に非難される関
係を有しているとき（暴力的組織又は構成員等と飲食、遊技等を共にすること、暴力的
組織又は構成員等が主催するパーティーその他の会合に出席すること等）。 

９ 前項第１号又は第２号に該当する事由の有無の確認のため、役員名簿等の提出を求められ
たときは、速やかに提出します。 
  
  福岡県    殿 

年  月  日  

 

 

                契約者住所 

 

                氏   名                 印 

 

 

 ※ くじ番号は、電子入札対象案件(電子情報処理組織（契約担当者の使用に係る電子計算機と

入札参加者の使用に係る電子計算機を電気通信回線で接続したものをいう。）を使用して行う

入札手続きの対象となる案件)の場合は必ず 0から 999 までの任意の数字を記入すること。 
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様式第133号の２ (第166条) (本庁､ 財務担当所)

物 品 売 買 契 約 書 
 
 物品の売買に関し、買受者福岡県（以下「甲」という。）と売渡者        
 （以下「乙」という。）との間に下記のとおり契約を締結する。 
 
 （売買） 
第１条 乙は、別表１に掲げる物品（以下「物品」という。）を甲に売り渡し、甲は、こ
れを買い受ける。 

 （物品の数量等） 
第２条 物品の数量、契約金額、履行期限、契約保証金、契約履行の場所等は別表１のと
おりとし、物品の規格、構造、形状、寸法等は、別表２のとおりとする。 

 （検査） 
第３条 乙が物品を納入することは、あらかじめその旨を甲に通知しなければならない。 
２ 甲は、乙が物品を納入するときは、乙の立会いのもとに検査を行なう。 
 （代金の支払い） 
第４条 乙は、前条第２項の検査に合格したときは、甲の指定する請求書により売買代金
の支払いを甲に請求する。 

２ 甲は、前項の請求があったときには、その日から３０日以内に乙に支払わなければな
らない。 

 （部分払い） 
第５条 甲が必要と認める場合は、乙は、物品の完納前に物品の機能部分に相当する金額
以内の金額の部分払いを甲に請求することができる。 

 （取替えまたは補修） 
第６条 納入した物品が、    か月以内に甲の責めに帰すべき理由によらないで破損
し、または故障したときは、甲は乙に対し、その取替えまたは補修の要求をすることが
できる。 

２ 乙は、甲から前項の要求があつたときは、乙の費用で、甲の指定する期日までに取替
えまたは補修をしなければならない。乙がこれを行なわないときは、甲はこれを代行し、
その費用は乙が負担する。 

 （遅滞損害金） 
第７条 甲は、乙がその責めに帰すべき理由によつて履行期限までに履行を終わらなかつ
たときは、遅滞損害金を徴収する。 

２ 前項の遅滞損害金は、履行期限の翌日から起算し、物品の完納までの期間に応じ、１
年につき未納部分の代金の７３．０パーセントに相当する金額とする。 

 （納期の延期） 
第８条 甲は、乙の申請により、天災地変その他乙の責めに帰すべき理由によらないで履
行期限までに履行できないと認めたときは、納期の延期をすることができる。 

 （契約の解除） 
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第９条 甲は、次の各号の一に該当するときは、任意にこの契約を解除することができる。
この場合において解除により乙に損害があつても、甲は賠償の責めを負わない。 

 (1) 履行期限までに履行を終わる見込みがないと認めたとき。 
 (2) 天災地変その他乙の責めに帰すべき理由によらないで履行期限までに履行できない

と認めたとき。 
 (3) 乙に誠意がなく、完全に契約の履行を終わる見込みがないと認めたとき。 
 (4) 履行に関し不正の行為があると認めたとき。 
２ 甲は、この契約に関して乙が次の各号の一に該当するときは、契約を解除することが
できる。この場合において解除により乙に損害があつても、甲は賠償の責めを負わない。 
 (1) 公正取引委員会が、乙に私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２

２年法律第５４号）第３条の規定に違反する行為（乙を構成事業者とする事業者団体
の同法第８条第１項第１号の規定に違反する行為を含む。以下「独占禁止法違反」と
いう。）があつたとして同法第４９条第１項に規定する排除措置命令を行い、かつ、
当該排除措置命令が同条第７項又は同法第５２条第５項の規定により確定したとき。 

 (2) 公正取引委員会が、乙に独占禁止法違反があつたとして同法第５０条第１項に規定
する課徴金の納付を命じ、かつ、当該納付命令が同条第５項又は同法第５２条第５項
の規定により確定したとき。 

 (3) 公正取引委員会が、同法第６６条第１項の規定により審判請求を却下したとき、又
は同条第２項の規定により審判請求を棄却したとき。 

 (4) 乙又は乙の代表者、代理人、使用人その他の従業員が刑法（明治４０年法律第４５
号）第９６条の３又は同法第１９８条の規定による刑が確定したとき。 

３ 甲は、警察本部からの通知に基づき、乙（乙が共同企業体であるときは、その構成員
のいずれかの者。以下本項において同じ。）が次の各号の一に該当するときは、契約を
解除することができる。この場合において、解除により乙に損害があつても、甲はその
賠償の責めを負わない。 

 (1) 計画的又は常習的に暴力的不法行為等を行い、又は行うおそれがある組織（以下「暴
力的組織」という。）であるとき。 

 (2) 役員等（乙が個人である場合にはその者を、乙が法人である場合にはその法人の役
員（役員として登記又は届出がされていないが、事実上経営に参画している者を含む。）
をいう。以下同じ。）が、暴力的組織の構成員（構成員とみなされる場合を含む。以
下「構成員等」という。）となつているとき。 

 (3) 構成員等であることを知りながら、構成員等を雇用し、又は使用しているとき。 
 (4) 暴力的組織又は構成員等であることを知りながら、その者と下請契約又は資材、原

材料の購入契約等を締結したとき。 
 (5) 自社、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的

をもつて、暴力的組織又は構成員等を利用したとき。 
 (6) 暴力的組織又は構成員等に経済上の利益又は便宜を供与したとき。 
 (7) 役員等が、個人の私生活上において、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的

若しくは第三者に損害を与える目的をもつて、暴力的組織若しくは構成員等を利用し
たとき、又は暴力的組織若しくは構成員等に経済上の利益若しくは便宜を供与したと
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き。 
 (8) 役員等が、暴力的組織又は構成員等と密接な交際を有し、又は社会的に非難される

関係を有しているとき。 
 （違約金） 
第 10 条 甲は、乙の責めに帰すべき理由により契約を解除したときは、違約金を徴収する。 
２ 前項の違約金の額は、契約金額の１００分の１０に相当する金額とし、この違約金の
徴収は、甲の損害賠償の請求を妨げない。 

３ 前項の場合において、契約保証金の納付又はこれに代わる担保の提供が行われている
ときは、甲は、当該契約保証金又は担保をもつて違約金に充当することができる。 

 (賠償の予定) 
第 10 条の２ 前条の規定にかかわらず、乙は、第９条第２項の規定により甲が契約を解除
することができるときにおいては、契約を解除するか否かを問わず、請負代金の額の１
００分の２０に相当する金額を賠償金として甲の指定する期間内に甲に支払わなければ
ならない。契約の履行が完了した後も同様とする。ただし、甲が支払う必要がないと認
めるときは、この限りでない。 
２ 前項の規定は、甲に生じた実際の損害額が同項に定める金額を超える場合において、
甲が当該超える金額を併せて請求することを妨げるものではない。 

 （補 則） 
第 11 条 前各条に定めるもののほか、この契約の履行について必要な事項は、福岡県財務
規則（昭和３９年福岡県規則第２３号）及び政府契約の支払遅延防止等に関する法律（昭
和２４年法律第２５６号）の定めるところによる。 

 （協 議） 
第 12 条 この契約に定めるもののほか、疑義を生じたときまたは必要な事項については、
甲乙協議のうえ決定する。 
  この契約の証として、本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を保有する。 
 
      年  月  日 
 
 

甲     福岡県                    
契約担当者 職 氏名             

 
 

乙 住 所（事務所の所在地）               
 

氏 名（会社の名称及び代表者名）        印  
 

職 印 
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別表１

 
物 品 名 

 

 

 
数 量 

 

 

 
契 約 金 額 
（うち取引に係る消費税及び
地方消費税の額） 

 

 
￥             
 
（ ￥            ） 

 
履 行 期 限 

 

 

 
履 行 場 所 

 

 

 
契 約 保 証 金 

 

 

 
そ の 他 

 

 

 備考 うち取引に係る消費税及び地方消費税の額は、売渡者が課税事業者である場合 
に、契約金額の１０５分の５を乗じて得た額（１円未満切り捨て）を内数で記入 
すること。 
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別表２

 
物 品 の 規 格 

 

 

 
物 品 の 構 造 

 

 

 
物 品 の 形 状 

 

 

 
物 品 の 寸 法 

 

 

 
製 作 会 社 名 

 

 

 
そ の 他 
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様式第134号 (第167条) (本庁､ 財務担当所)

（表） 
 
 
 

請     書 
年  月  日  

 福岡県     殿 
 

住   所            
請負人氏名         印  

 工事を下記のとおり行うことを承諾します。 
 

記 
１ 工   事 
       線    市    町 
                   大字    字 
       筋    郡    村 
                 工事 
  別紙設計仕様書及び図面のとおり 
２ 請 負 金 額 ￥             
 （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額 ￥          ） 
３ 工 期    着工    年  月  日から 
                             日間 
           完成    年  月  日まで 
４ 私の責任において契約を解除されたときは、違約金として契約金額の１００分の の
金額を納入します。 

５ 私の責任において、工（納）期の遅延をしたときは、遅滞損害金として遅延日数に応
じ１年につき、契約金額の３．３パーセントの金額を納入します。 

６ 私が次の各号の一に該当する旨、警察本部から福岡県に対し通知があつたときは、契
約を解除されても異議ありません。この場合において、解除により私に損害があつても、
福岡県にその損害の賠償を求めず、かつ、違約金として県に契約金額の１００分の  の
金額を納入します。 

 (1) 計画的又は常習的に暴力的不法行為等を行い、又は行うおそれがある組織（以下「暴
力的組織」という。）であるとき。 

 (2) 役員等（個人である場合にはその者を、法人である場合にはその法人の役員(役員と
して登記又は届出がされていないが、事実上経営に参画している者を含む。)をいう。
以下同じ。）が、暴力的組織の構成員（構成員とみなされる場合を含む。以下「構成員
等」という。）となつているとき。 

 (3) 構成員等であることを知りながら、これを雇用し、又は使用しているとき。 
 
 

 
起工 

第   号 
査定 
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（裏） 
 
 
 (4) 暴力的組織又は構成員等であることを知りながら、その者と下請契約又は資材、原

材料の購入契約等を締結したとき(事実を知らずに契約等を締結した場合であつても、
当該事実の判明後速やかに、契約の解除など適切な是正措置を行わないときを含む。)。 

 (5) 自社、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的
をもつて、暴力的組織又は構成員等を利用したとき。 

 (6) 暴力的組織又は構成員等に経済上の利益又は便宜を供与したとき。 
 (7) 役員等が、個人の私生活上において、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的

若しくは第三者に損害を与える目的をもつて、暴力的組織若しくは構成員等を利用し
たとき、又は暴力的組織若しくは構成員等に経済上の利益若しくは便宜を供与したと
き。 

 (8) 役員等が、暴力的組織又は構成員等と密接な交際を有し、又は社会的に非難される
関係を有しているとき（暴力的組織又は構成員等と飲食、遊技等を共にすること、暴
力的組織又は構成員等が主催するパーティその他の会合に出席すること等）。 

７ 前項第１号又は第２号に該当する事由の有無の確認のため、役員名簿等の提出を求め
られたときは、速やかに提出します。 

 
備考 １ うち取引に係る消費税及び地方消費税の額欄は、請負人が課税事業者である場

合に、請負金額に１０５分の５を乗じて得た額（１円未満切捨て）を内数で記入
させること。 

   ２ 別途知事の定めるところにより、工事請負契約条項を添付する場合は、第４項
から第７項の記載を省略し「４ 工事請負契約条項別紙添付のとおり」と記載す
ること。 
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様式第159号 (第216条)

行政財産使用許可申請書 

年  月  日  

 使用許可権者      殿 

申請者 住  所             
フリガナ             
氏  名          印  

電  話             
生年月日             
性  別             

（法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入） 

 

 次のとおり行政財産の使用許可を申請します。 

１ 使用を希望する財産は、次のとおりです。 

 (1) 財産の名称 

 (2) 財産の所在 

 (3) 土地の地目又は建物等の種類、構造等 

 (4) 使用面積    ㎡ 

 (5) 使用人員    人 

２ 使用の目的又は用途 

３ 使用希望期間    年  月  日から 

            年  月  日まで 

４ 使用料の減額又は免除の希望の有無とその理由 

５ 電気料、電話料、ガス料等の管理経費は、県の定めるところにより全額を負担します。 

６ 使用財産について支出して有益費、必要費その他の費用の返還は、請求しません。 

７ 申請者及び法人又は法人格を有しない団体（この様式において「法人等」という。）に

あつてはその役員(法人にあつては法人登記簿に登載されている者、法人格を有しない団

体にあつては役員として活動している者。以下同じ。)は、暴力団、暴力団員ではありま

せん。また、これらと密接な関係を有する者でもありません。 

  なお、これらの確認のため、警察当局へ情報照会を行うことについて承諾します。 

８ 添付書類 

 (1) 使用希望場所の案内図、実測図等の関係図面 

 (2) 法人等にあつては、その法人等の設立目的及び代表権を有することを明らかにした

定款又は寄附行為等の書類並びに役員の役職名、氏名（フリガナ）、生年月日及び性別

を記載した書類（ただし、申請者が、国、地方公共団体又はその他の公共団体である

ときは添付を要しないものとする。） 

 (3) その他使用許可の申請に参考となる書類 
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様式第160号 (第218条)

行政財産使用許可更新申請書 
 

    年  月  日  
 
 使用許可権者     殿 
 

住  所             
フリガナ             
氏  名          印  
電  話             
生年月日             
性  別             

（法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入） 
 
     年  月  日付け許可を受けて下記行政財産を使用していましたが、 
    年  月  日をもつてその期間が満了いたしますので、福岡県財務規則（昭和
３９年福岡県規則第２３号）第２１８条の規定に基づき使用許可の期間を下記のとおり更
新くださるよう申請します。 
 

記 
 
１ 財産の表示（所在、地番、地目、地積又は構造、数量） 
 
２ 使用の目的又は用途 
 
３ 使用希望期間 
           年  月  日から 
           年  月  日まで 
 
４ 使用料の減額又は免除の希望の有無とその理由 
 
５ 電気料、電話料、ガス料等の管理経費は、県の定めるところにより全額負担します。 
 
６ 使用財産について支出した有益費、必要費その他の費用の返還は、請求しません。 
 
７ 申請者及び法人又は法人格を有しない団体（この様式において「法人等」という。）に
あつてはその役員（法人にあつては法人登記簿に登載されている者、法人格を有しない
団体にあつては役員として活動している者。以下同じ。）は、暴力団、暴力団員ではあり
ません。また、これらと密接な関係を有する者でもありません。 
  なお、これらの確認のため、警察当局へ情報照会を行うことについて承諾します。 
８ 添付書類 
 (1) 法人等にあつては、その法人等の設立目的並びに代表権を有することを明らかにし

た定款又は寄附行為等の書類並びに役員の役職名、氏名（フリガナ）、生年月日及び性
別を記載した書類（ただし、申請者が、国、地方公共団体又はその他公共団体である
ときは添付を要しないものとする。） 

 
 (2) その他使用許可の更新申請に参考となる書類 
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様式第161号 (第219条)

行政財産使用目的変更申請書 

 

    年  月  日  

 

 福岡県知事     殿 

 

住  所             

フリガナ             

氏  名          印  

電  話             

生年月日             

性  別             
(法人又は法人格を有しない団体にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 

 

 下記の行政財産の使用目的を変更したいので、福岡県財務規則（昭和３９年福岡県規則

第２３号）第２１９条の規定に基づき許可をくださるよう申請します。 

 

記 

 

１ 財産の表示（所在、地番、地目、地積又は構造、数量） 

 

２ 現在までの使用目的又は用途 

 

３ 今後の使用目的又は用途 

 

４ 使用目的の変更の理由 

 

５ 添付書類 

 (1) 使用目的の変更申請に参考となる書類 
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様式第162号 (第219条)

行政財産原状変更許可申請書 

 

    年  月  日  

 

 福岡県知事     殿 

 

住  所             

フリガナ             

氏  名          印  

電話番号             

生年月日             

性  別             
(法人又は法人格を有しない団体にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 

 

 下記の行政財産の原状を変更したいので、福岡県財務規則（昭和３９年福岡県規則第２

３号）第２１９条の規定に基づき許可をくださるよう申請します。 

 

記 

 

１ 財産の表示（所在、地番、地目、地積又は構造、数量） 

 

２ 原状変更の概況 

 

３ 原状変更の目的及び理由 

 

４ 添付書類 

 (1) 誓約書 

 (2) 関係図面（原状変更に係る部分の平面図及び配置図） 

 (3) その他原状変更許可の申請に参考となる書類 
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様式第163号その１ (第220条)

行政財産使用許可書 
第    号 

申請者 住 所             
氏 名          印  

（法人等にあつては、名称及び代表者氏名）  
    年  月  日付け第    号文書で申請のあつた             
の一部使用については、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３８条の４第７項の
規定により次の条件をつけて許可します。 
    年  月  日 

使用許可権者         印  
 （使用許可財産） 
１ 使用許可する財産は、次のとおりとする。 
 (1) 財産の名称 
 (2) 財産の所在 
 (3) 使用許可場所（別添図面に表示された部分） 
 (4) 使用許可面積        ㎡ 
 (5) 使用人員        人 
 （用途） 
２ 使用許可場所は、        を行うために使用し、その他の用途に使用しては
ならない。 

 （使用許可期間） 
３ 使用を許可する期間は、    年  月  日から    年  月  日までと
する。 

 （使用料） 
４ 使用料は、      円とする。なお、納入した使用料は、原則として返還しない。 
 （管理経費の負担） 
５ 電気料、電話料等の諸設備経費（以下「管理経費」という。）は、申請者の負担とする。
この場合の負担額は、別に指示する。 

 （使用料及び管理経費の改定） 
６ 県は、法令の改正及び経済情勢の変動その他の理由があるときは、使用料及び管理経
費を改定することができるものとする。 

 （使用料等の納入） 
７ 使用料及び管理経費は、県が発行する納入通知書により、その指定する納付期限まで
に、その指定する場所において納入しなければならない。 

 （使用許可場所の管理） 
８ 使用許可場所は、常に善良なる管理者の注意をもつて維持保存しなければならない。 
 （実地検査等） 
９ 県において必要があるときは、使用財産について随時実地に検査し、資料の提出又は
報告を求め、その維持使用に関し必要な指示をすることができるものとする。 
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 （原状変更行為の制限） 
10 使用許可場所について修繕、模様替えその他の行為をするときは、事前に文書で承認
を受けなければならない。 

 （転貸等の禁止） 
11 使用許可場所は、他の者に転貸し、又は担保に供してはならない。 
 （使用上の損傷等） 
12 使用を許可された場所の全部又は一部をき損したときは、速やかに（財産管理者名）
に報告し、その指示を受けて自己の負担により原状に回復しなければならない。 

 （使用許可の取消し） 
13 次の各号のいずれかに該当するときは、地方自治法第２３８条の４第６項の規定に基
づき、この許可を取り消すことがある。 

 (1) 使用を許可した場所を公用又は公共用に供するために必要とするとき。 
 (2) 許可条件に違反したとき。 
 (3) 申請者が虚偽の申請を行い使用許可を受けたとき。 
 (4) 申請者及び法人又は法人格を有しない団体（この様式において「法人等」という。）
にあつてはその役員（法人にあつては法人登記簿に登載されている者、法人格を有し
ない団体にあつては役員として活動している者）が、暴力団、暴力団員又はこれらと
密接な関係を有する者と判明したとき。 

 (5) 使用許可を受けた申請者が、暴力団にとつて有益な行為を行うことにより、暴力団
の組織の維持・拡大に資する恐れがあるとき。 

 （原状回復） 
14 使用許可期間が満了するときは満了日までに、使用許可が取り消されたときは別に指
定する期日までに、使用許可場所を自己の負担により原状に回復し返還しなければなら
ない。ただし、（財産管理者名）が原状回復をする必要がないと認めたときは、この限り
でない。 

 （許可取消しによる損失の取扱い） 
15 県が地方自治法第２３８条の４第９項の規定に基づき、使用の許可を取り消した場合
において、その取消しにより申請者に損失が生じても、県は、その損失を補償しない。 

 （有益費等の請求権） 
16 使用許可財産について支出した有益費、必要費その他の費用については、県に請求す
ることができないものとする。 

 （損害賠償） 
17 許可条件に違反したために県に損害を与えたときは、県の定める損害賠償金を支払わ
なければならない。 

 （細部事項の取扱い） 
18 使用許可場所の使用に係る細部事項は、（財産管理者名）の指示するところによる。 
 （使用許可期間の更新） 
19 使用許可期間を更新しようとするときは、使用期間満了日の１月前までに、使用許可
権者に申請書を提出しなければならない。 

 
 備考 １ 福岡県財務規則第２１６条第２項第１号の用途以外のため使用させるときは、

この様式によること。 
    ２ 使用を許可する物件の性質等により、上記以外の条件を付する必要があると

きは、その条件を付すること。 
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様式第163号その２ (第220条)

行政財産使用許可書 
第    号 

申請者 住 所             
氏 名          印  

（法人等にあつては、名称及び代表者氏名）  
    年  月  日付け第    号文書で申請のあつた             
の一部使用については、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３８条の４第４項の
規定により次の条件をつけて許可します。 
    年  月  日 

使用許可権者         印  
 （使用許可財産） 
１ 使用許可する財産は、次のとおりとする。 
 (1) 財産の名称 
 (2) 財産の所在 
 (3) 使用許可場所（別添図面に表示された部分） 
 (4) 使用許可面積        ㎡ 
 （用途） 
２ 使用許可場所は、        を行うために使用し、その他の用途に使用しては
ならない。 

 （使用許可期間） 
３ 使用を許可する期間は、    年  月  日から    年  月  日までと
する。 

 （使用料） 
４ 使用料は、      円とする。なお、納入した使用料は、原則として返還しない。 
 （管理経費の負担） 
５ 電気料、電話料等の諸設備経費（以下「管理経費」という。）は、申請者の負担とする。
この場合の負担額は、別に指示する。 

 （使用料及び管理経費の改定） 
６ 県は、法令の改正及び経済情勢の変動その他の理由があるときは、使用料及び管理経
費を改定することができるものとする。 

 （使用料等の納入） 
７ 使用料及び管理経費は、県が発行する納入通知書により、その指定する納付期限まで
に、その指定する場所において納入しなければならない。 

 （使用許可場所の管理） 
８ 使用許可場所は、常に善良なる管理者の注意をもつて維持保存しなければならない。 
 （実地検査等） 
９ 県において必要があるときは、使用財産について随時実地に検査し、資料の提出又は
報告を求め、その維持使用に関し必要な指示をすることができるものとする。 

 （原状変更行為の制限） 
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10 使用許可場所について修繕、模様替えその他の行為をするときは、事前に文書で承認
を受けなければならない。 
 （転貸等の禁止） 
11 使用許可場所は、他の者に転貸し、又は担保に供してはならない。 
 （使用上の損傷等） 
12 使用を許可された場所の全部又は一部をき損したときは、速やかに（財産管理者名）
に報告し、その指示を受けて自己の負担により原状に回復しなければならない。 
 （使用許可の取消し） 
13 次の各号のいずれかに該当するときは、地方自治法第２３８条の４第６項の規定に基
づき、この許可を取り消すことがある。 
 (1) 使用を許可した場所を公用又は公共用に供するために必要とするとき。 
 (2) 許可条件に違反したとき。 
 (3) 申請者が虚偽の申請を行い使用許可を受けたとき。 
 (4) 申請者及び法人又は法人格を有しない団体（この様式において「法人等」という。）

にあつてはその役員（法人にあつては法人登記簿に登載されている者、法人格を有し
ない団体にあつては役員として活動している者）が、暴力団、暴力団員又はこれらと
密接な関係を有する者と判明したとき。 

 (5) 使用許可を受けた申請者が、暴力団にとつて有益な行為を行うことにより、暴力団
の組織の維持・拡大に資する恐れがあるとき。 

 （原状回復） 
14 使用許可期間が満了するときは満了日までに、使用許可が取り消されたときは別に指
定する期日までに、使用許可場所を自己の負担により原状に回復し返還しなければなら
ない。ただし、（財産管理者名）が原状回復をする必要がないと認めたときは、この限り
でない。 
 （許可取消しによる損失の取扱い） 
15 県が地方自治法第２３８条の４第６項の規定に基づき、使用の許可を取り消した場合
において、その取消しにより申請者に損失が生じても、県は、その損失を補償しない。 
 （有益費等の請求権） 
16 使用許可財産について支出した有益費、必要費その他の費用については、県に請求す
ることができないものとする。 
 （損害賠償） 
17 許可条件に違反したために県に損害を与えたときは、県の定める損害賠償金を支払わ
なければならない。 
 （細部事項の取扱い） 
18 使用許可場所の使用に係る細部事項は、（財産管理者名）の指示するところによる。 
 （使用許可期間の更新） 
19 使用許可期間を更新しようとするときは、使用期間満了日の１月前までに、使用許可
権者に申請書を提出しなければならない。 
 
 備考 １ 福岡県財務規則第２１６条第２項第１号の用途以外のため使用させるときは、

この様式によること。 
    ２ １の (4)の使用許可面積は、電柱にあつては「種類ごとの本数」、地下埋設物

にあつては「外径ごとの延長」と読み替えるものとすること。 
    ３ 使用を許可する物件の性質等により、上記以外の条件を付する必要がないも

のは、その条件を補正して使用すること。 
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様式第167号 (第223条)

公有財産借受願書 
 

年  月  日  
 
 福岡県知事     殿 

 
借受願人  住  所               

フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

（法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入） 
 

連帯保証人  住  所               
フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

（法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入） 
 
 下記の財産を福岡県財務規則（昭和３９年福岡県規則第２３号）第２２３条の規定に基
づき貸し付けてくださるようお願いします。 
 

記 
 
１ 所在地及び地番 
２ 地目又は建物の種類、構造 
３ 数量 
４ 借受目的又は用途 
５ 借受希望期間 
６ 借受希望料金 
７ 借受願を提出する理由 
８ 関係図面（別添のとおり字図写、位置図、実測図） 
９ 申請者及び法人又は法人格を有しない団体（この様式において「法人等」という。）に
あつてはその役員(法人にあつては法人登記簿に登載されている者、法人格を有しない団
体にあつては役員として活動している者。以下同じ。)は、暴力団、暴力団員ではありま
せん。また、これらと密接な関係を有する者でもありません。 

  なお、これらの確認のため、警察当局へ情報照会を行うことについて承諾します。 
10 添付書類 
 (1) 借受後の利用計画書（資金計画を含む。） 
 (2) 関係図書（位置図、実測図） 
  （建築目的のものについては、予定建築物の配置図、平面図） 
 (3)  法人等にあつては、その法人等の設立目的及び代表権を有することを明らかにした
定款又は寄附行為等の書類並びに役員の役職名、氏名（フリガナ）、生年月日及び性別
を記載した書類（ただし、申請者が、国、地方公共団体又はその他の公共団体である
ときは添付を要しないものとする。） 
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様式第169号 (第224条)

公有財産借受期間延長願書 
 

年  月  日  
 
 福岡県知事     殿 

 
借受願人  住  所               

フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

(法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 
 

連帯保証人  住  所               
フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

(法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 
 
 下記の財産を福岡県財務規則（昭和３９年福岡県規則第２３号）第２２３条の規定に基づき
借り受けていましたが、    年  月  日をもつて借受期間が満了しますので、借受期
間を延長してくださるようお願いします。 
 

記 
 
１ 従来の借受状況 
 (1) 契約締結年月日 
 (2) 借受期間満了年月日 
 (3) 借受料金 
 (4) 借受料金の納付状況（借受期間中） 
２ 今後の借受について 
 (1) 所在地及び地番 
 (2) 地目又は建物の種類、構造 
 (3) 数 量 
 (4) 借受目的又は用途 
 (5) 借受希望期間 
 (6) 借受希望料金 
３ 申請者及び法人又は法人格を有しない団体（この様式において「法人等」という。）にあつ
てはその役員(法人にあつては法人登記簿に登載されている者、法人格を有しない団体にあつ
ては役員として活動している者。以下同じ。)は、暴力団、暴力団員ではありません。また、
これらと密接な関係を有する者でもありません。 

  なお、これらの確認のため、警察当局へ情報照会を行うことについて承諾します。 
４ 添付書類 
 (1) 法人等にあつては、その法人等の設立目的及び代表権を有することを明らかにした定款

又は寄附行為等の書類並びに役員の役職名、氏名（フリガナ）、生年月日及び性別を記載し
た書類（ただし、申請者が、国、地方公共団体又はその他の公共団体であるときは添付を
要しないものとする。） 
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様式第170号 (第224条)

公有財産借受期間更新願書 
 

    年  月  日  
 
 福岡県知事     殿 

 
借受願人  住  所               

フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

(法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 
 

連帯保証人  住  所               
フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

(法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 
 
 下記の財産を福岡県財務規則（昭和３９年福岡県規則第２３号）第２２３条の規定に基づき
借り受けていましたが、    年  月  日をもつて借受期間が満了しますので借受期間
を更新してくださるようお願いします。 
 

記 
 
１ 従来の借受状況 
 (1) 契約締結年月日 
 (2) 借受期間満了年月日 
 (3) 借受料金 
 (4) 借受料金の納付状況（借受期間中） 
２ 今後の借受について 
 (1) 所在地及び地番 
 (2) 地目又は建物の種類、構造 
 (3) 数 量 
 (4) 借受目的又は用途 
 (5) 借受希望期間 
 (6) 借受希望料金 
３ 申請者及び法人又は法人格を有しない団体（この様式において「法人等」という。）にあつ
てはその役員(法人にあつては法人登記簿に登載されている者、法人格を有しない団体にあつ
ては役員として活動している者。以下同じ。)は、暴力団、暴力団員ではありません。また、
これらと密接な関係を有する者でもありません。 

  なお、これらの確認のため、警察当局へ情報照会を行うことについて承諾します。 
４ 添付書類 
 (1) 法人等にあつては、その法人等の設立目的及び代表権を有することを明らかにした定款

又は寄附行為等の書類並びに役員の役職名、氏名（フリガナ）、生年月日及び性別を記載し
た書類（ただし、申請者が、国、地方公共団体又はその他の公共団体であるときは添付を
要しないものとする。） 
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様式第171号 (第226条)

公有財産借受目的変更願書 
 

年  月  日  
 
 
 福岡県知事     殿 

 
借受願人  住  所               

フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

(法人又は法人格を有しない団体にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 
 

連帯保証人  住  所               
フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

(法人又は法人格を有しない団体にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 
 

 
 
 現在借受中の公有財産の借受目的を下記のとおり変更したいので福岡県財務規則（昭和
３９年福岡県規則第２３号）第２２６条の規定に基づき承認くださるようお願いします。 
 

記 
 
１ 契約締結年月日 
２ 所在地及び地番 
３ 地目又は建物の種類、構造 
４ 数 量 
５ 現在までの借受目的 
６ 変更しようとする借受目的 
７ 変更しようとする理由 
８ 関係図面 
９ 添付書類 
 (1) 借受目的の変更願に参考となる書類 
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様式第172号 (第226条)

公有財産原状変更願書 
 

年  月  日  
 
 福岡県知事     殿 

 
借受人  住  所               

フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

(法人又は法人格を有しない団体にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 
 

連帯保証人  住  所               
フリガナ               
氏  名            印  
電  話               
生年月日               
性  別               

(法人又は法人格を有しない団体にあつては、名称及び代表者氏名等を記入) 
 

 
 
 現在借受中の公有財産を別添図面のとおり原形を変更したいので福岡県財務規則（昭和
３９年福岡県規則第２３号）第２２６条の規定に基づき承認くださるようお願いします。 
 なお、契約期間が満了したとき又はその他の理由により借受財産を返還する場合には、
原形変更部分の原状回復又はその他の処置については、県の指示に従うことを条件としま
す。 
 

記 
 
１ 契約締結年月日 
２ 所在地及び地番 
３ 数 量 
４ 借受目的又は用途 
５ 原状変更を必要とする理由及びその概況 
６ 関係図面 
７ 添付書類 
 (1) 原状変更願に参考となる書類 



様
式
第
百
九
十
三
号
及
び
様
式
第
百
九
十
四
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を
次
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よ
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改
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様式第193号 (第252条) (本庁､ 財務担当所)

様式第194号 (第252条) (本庁､ 財務担当所)

（表） 
 

物 品 貸 付 申 込 書 
No.        

 
    年  月  日  

          殿 
住 所        印   
氏 名            

  下記の物品を借り受けたいので申請します。 
 

 
品     名 

 

 
規   格 

 

 
数  量 
（単位） 

 
借受希望価格 

 

 
備  考 
 

     
     
     
     
     
合      計     
 
借受希望期間 
 年 月 日から 年 月 日まで 
 

 

借受の目的及び使用場所 
 

 

 

 貸付条件 
  １ 貸付物品の引渡し、維持、修繕及び返納に要する費用（貸付目的などに

より特に借受人に負担させることが適当でないと認めた場合を除く。）は、
借受人において負担すること。 

  ２ 貸付物品は、修繕（軽微な修繕を除く。）その他物品の原状を変更しよ
うとするときは、あらかじめ承認を受けること。 

  ３ 貸付物品に投じた改良費等の有益費を請求しないこと。 
  ４ 貸付物品は、転貸又は担保に供しないこと。 
  ５ 貸付物品は、貸付目的以外の目的及び指定を受けた場所以外の場所の使

用をしないこと。 
  ６ 貸付物品について亡失し、又は損傷し、その他事故を生じたときは直ち

に報告書を提出すること。 
  ７ 貸付物品について生じた事故が借受人の責に帰すべき理由によるもの

であるときはその損害を賠償すること。 
  ８ 借受人が次の各号の一に該当する旨、警察本部から福岡県に対し通知が

あつたときは、貸付物品を福岡県に返還すること。この場合において、返
還により借受人に損害があつても、福岡県にその損害の賠償を求めないこ
と。 

   (1) 計画的又は常習的に暴力的不法行為等を行い、又は行うおそれがある
組織（以下「暴力的組織」という。）であるとき。 

   (2) 役員等（個人である場合にはその者を、法人である場合にはその法人
の役員（役員として登記又は届出がされていないが、事実上経営に参画
している者を含む。）をいう。以下同じ。）が、暴力的組織の構成員（構 
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（裏） 
 

 
 

成員とみなされる場合を含む。以下「構成員等」という。）となつてい
るとき。 

   (3) 構成員等であることを知りながら、これを雇用し、又は使用している
とき。 

   (4) 暴力的組織又は構成員等であることを知りながら、その者と下請契約
又は資材、原材料の購入契約等を締結したとき（事実を知らずに契約等
を締結した場合であつても、当該事実の判明後速やかに、契約の解除な
ど適切な是正措置を行わないときを含む。）。 

   (5) 自社、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害
を与える目的をもつて、暴力的組織又は構成員等を利用したとき。 

   (6) 暴力的組織又は構成員等に経済上の利益又は便宜を供与したとき。 
   (7) 役員等が、個人の私生活上において、自己若しくは第三者の不正の利

益を図る目的若しくは第三者に損害を与える目的をもつて、暴力的組織
若しくは構成員等を利用したとき、又は暴力的組織若しくは構成員等に
経済上の利益若しくは便宜を供与したとき。 

   (8) 役員等が、暴力的組織又は構成員等と密接な交際を有し、又は社会的
に非難される関係を有しているとき（暴力的組織又は構成員等と飲食、
遊技等を共にすること、暴力的組織又は構成員等が主催するパーティー
その他の会合に出席すること等）。 

 ９ 前項第１号又は第２号に該当する事由の有無の確認のため、役員名簿等の
提出を求められたときは、速やかに提出すること。 

 

 

   物品借受書    年  月  日 
  上記の物品を借受けました。なお、決定事項及び貸付条件の履行を誓約しま
す。 

借受者氏名            印   

 

 
 



(

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正)

第
二
条

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

平
成
十
三
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
四
号)

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中

｢

売
り
渡
し
証
紙
の
額
面
金
額
の
百
分
の
二
・
二
に
百
分
の
百
五
を
乗
じ
て
得
た

額
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
を｣

を

｢

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を

売
り
さ
ば
き
手
数
料
と
し
て｣

に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

前
年
度
に
売
り
渡
し
た
証
紙
の
総
額
が
二
十
五
億
円
を
超
え
る
売
り
さ
ば
き
人

売
り
渡
し

証
紙
の
額
面
金
額
の
百
分
の
二
に
百
分
の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
額

二

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
売
り
さ
ば
き
人

売
り
渡
し
証
紙
の
額
面
金
額
の
百
分
の
二
・
二
に

百
分
の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
額

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
号

福
岡
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則

(

昭
和
五
十
一
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
四
号)
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
き
を
削
り
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、

同
項
第
三
号
中

｢

前
二
号｣

を

｢

前
三
号｣

に
、

｢

港
湾
施
設
使
用
許
可
申
請
書｣

を

｢

港
湾
施
設

(

荷
さ
ば
き
地
等)

使
用
許
可
申
請
書｣

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

三

条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
う
ち
、
可
動
橋
の
使
用
に
係
る
も
の

旅
客
乗
降

用
施
設

(

渡
船
橋)

使
用
許
可
申
請
書

(

様
式
第
一
号
の
三)

第
三
条
の
二
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

条
例
第
五
条
第
二
項
第
四
号
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

大
気
汚
染
、
騒
音
、
悪
臭
、
海
洋
汚
染
等
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

二

集
団
的
に
若
し
く
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
等
を
行
う
こ
と
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

団
体
の
威
力
を
示
す
行
為
又
は
粗
暴
な
若
し
く
は
け
ん
騒
な
行
為
等
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合

三

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
反
社
会
的
な
行
為
等
に
よ
り
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
等
港
湾

の
適
正
な
管
理
運
営
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合

第
七
条
第
一
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第１号 (第３条関係)
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様
式
第
一
号
の
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第１号の３ (第３条関係)

 

 

                 

 

     

  

  

      

           

 

 

  

              

                  

  

          

  

 

 

旅客乗降用渡橋（固定）         台 
旅客乗降用渡橋（移動）          台 
その他（         ）         台 

（開始）   月  日   時    分 
（終了）   月  日   時    分 

      
（開始）   月   日   時    分 
（終了）   月   日   時    分 

      
（開始）  月   日  時    分 
（終了）   月   日  時    分 

 

 

      
（開始）  月  日   時    分 
（終了）   月   日   時    分 

                 

 

 



様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第２号 (第３条関係)

港湾施設（荷さばき地等）使用許可申請書 

 

年 月 日 

 

福岡県    殿 

 

住 所 

申請者 氏 名 

電 話 

（法人にあっては事務所の所在地、名称・代表者氏名） 

 

申 請 者
コ ー ド 施 設 の 種 類

１．荷役機械　　２．上屋
３．荷さばき地　４．野積場
５．コンテナ用電源

施 設
コ ー ド 施 設 名 称

信 号 符 字
(コールサイン)等 船 名

使 用 数 量
(使用面積)

使 用 区 画
（ 区 画 名 ）

品名コード(コンテナ番号) 品　名（コンテナ種別） 個数・トン数

備 考

使 用 予 定
期 間

　　　年　　月　　日　　時　　分から
　　　年　　月　　日　　時　　分まで

貨 物

 

（注意）該当施設番号を○印で囲み、施設の種類毎に記載してください。 

 

 



様
式
第
六
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第６号の２ (第９条関係)
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附

則

(
施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
な
お
所
要
の
修
正
を
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
一
号

福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則

(
平
成
十
七
年
福
岡
県
規
則
第
七
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
広
間
棟
茶
室

(

全
室)

に
つ
い
て
は
、
超
過
時
間
一
時
間
に
つ
き
、
同
表
の
一
に
定
め

る
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
額
の
一
時
間
当
た
り
の
使
用
料
の
額
に
百
分
の
百
二
十
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
福
岡
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
二
号

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
福
岡
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
福
岡
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

(

平
成
七
年

福
岡
県
規
則
第
七
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中

｢
(

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号)

｣

の
下
に

｢

第
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
上
場

株
式
等
の
配
当
所
得
、
同
法｣

を
加
え
る
。

様
式
第
三
号
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
貸
付
け
等
に
関
す

る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
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事
業

土
地
等
の

所
得

雑
分離課税

短
期

譲
渡

所
得

長
期

譲
渡

所
得

事
業
・
譲
渡

株
式
等
の

所
得

雑事
業

先
物
取
引
の

所
得

雑

事
業

土
地
等
の

所
得

雑
分離課税

短
期

譲
渡

所
得

長
期

譲
渡

所
得

事
業
・
譲
渡

株
式
等
の

所
得

雑

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得

事
業

先
物
取
引
の

所
得

雑



福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
三
号

福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
貸
付

け
等
に
関
す
る
規
則

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例

(

平
成
二
十
一
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
九
号
。
以

下

｢

条
例｣

と
い
う
。)
第
九
条
、
第
十
条
第
二
項
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
訴
訟
に

関
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
貸
付
け
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

貸
付
け
の
対
象
者)

第
二
条

条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け

(

以
下
単
に

｢

貸
付
け｣

と
い
う
。)

は
、
次

に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

二

県
内
で
事
業
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
県
内
に
滞
在
中
に
暴
力
団
員
等
か
ら
の
不
当
な
行
為
に
よ
っ
て

被
害
を
受
け
た
者

(

貸
付
け
の
対
象
と
な
る
費
用)

第
三
条

貸
付
け
の
対
象
と
な
る
費
用
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号)
第
三
条
に
規
定
す
る
申

立
て
の
手
数
料

二

弁
護
士
に
支
払
う
費
用

(

訴
訟
の
終
了
後
に
支
払
う
報
酬
を
除
く
。)

三

前
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
ほ
か
、
知
事
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
費
用

(

貸
付
金
の
限
度
額
等)

第
四
条

訴
訟
一
件
当
た
り
の
貸
付
け
の
限
度
額
は
、
百
万
円
と
す
る
。

２

貸
付
け
に
係
る
貸
付
金

(

以
下
単
に

｢

貸
付
金｣

と
い
う
。)

は
、
無
利
息
と
す
る
。

(

貸
付
け
の
申
請)

第
五
条

貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
暴
力
団
排
除
訴
訟
資
金
貸
付
申
請
書

(

様
式
第
一
号)

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

一
件
の
共
同
訴
訟
に
お
い
て
、
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の

う
ち
の
一
人
を
貸
付
金
の
貸
付
申
請
及
び
受
領
に
つ
い
て
の
代
表
者
と
定
め
、
そ
の
代
表
者
が
、
暴

力
団
排
除
訴
訟
資
金
貸
付
申
請
書
に
そ
の
他
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
全
員
の
委
任
状

(

様

式
第
二
号)

を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

暴
力
団
排
除
訴
訟
資
金
貸
付
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
住
民
票
の
写
し

(

外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
外
国
人
登
録
証
明

書
の
写
し
と
し
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、
登
記
事
項
証
明
書
と
す
る
。)

二

訴
訟
費
用
支
払
予
定
額
調
書

(

様
式
第
三
号)

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

(

保
証
人)

第
六
条

貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
保

証
人
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

一
定
の
職
業
を
有
し
、
弁
済
の
資
力
を
有
す
る
こ
と
。

二

貸
付
け
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

三

貸
付
け
に
係
る
保
証
人
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

２

貸
付
け
を
受
け
た
者

(

以
下

｢

借
受
人｣

と
い
う
。)

は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
証
人
と
な
っ

た
者
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
と
き
は
、
新
た
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
保

証
人
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

借
受
人
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
保
証
人
を
立
て
る
と
き
は
、
速
や
か
に
保
証
人
変
更
申

請
書

(

様
式
第
四
号)

に
よ
り
知
事
に
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
適
否
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
果
を
書
面
に
よ
り
そ
の
申
請
を
し
た
者
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

(

貸
付
け
等
の
決
定)

第
七
条

知
事
は
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
暴
力
団
排
除
訴
訟
資
金
貸
付
申
請
書
の
提
出
が
あ

っ
た
と
き
は
、
貸
付
け
の
可
否
及
び
貸
付
け
を
す
る
場
合
に
お
け
る
貸
付
金
の
額
を
決
定
す
る
も
の

と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
果
を
書
面
に
よ
り
そ
の
申
請
を
し
た
者
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

３

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
可
と
す
る
決
定

(

以
下

｢

貸
付
決
定｣

と
い
う
。)

に
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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(

貸
付
決
定
の
取
消
し)

第
八
条

知
事
は
、
借
受
人
に
つ
い
て
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
当
該
貸
付
決
定
を
受
け
た

こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
当
該
貸
付
決
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

(

貸
付
金
の
交
付)

第
九
条

知
事
は
、
貸
付
決
定
を
し
た
と
き
は
速
や
か
に
貸
付
金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

借
受
人
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
貸
付
金
の
交
付
を
受
け
た
後
直
ち
に
、
暴
力
団
排
除
訴
訟
資
金

借
用
書

(

様
式
第
五
号)
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

追
加
貸
付
け)

第
十
条

借
受
人
は
、
既
に
交
付
を
受
け
た
貸
付
金
に
追
加
し
て
貸
付
け
を
受
け
る
必
要
が
生
じ
た
と

き
は
、
貸
付
金
の
追
加
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
貸
付
金
の
合
計
額
は

、
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貸
付
け
の
限
度
額
を
超
え
な
い
額
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
暴
力
団
排
除
訴
訟
資
金
追
加
貸
付
申
請
書

(

様
式
第
六
号

)

に
、
訴
訟
費
用
支
払
予
定
額
調
書
及
び
訴
訟
費
用
収
支
精
算
書

(

様
式
第
七
号)

を
添
え
て
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
(

第
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規

定
を
除
く
。)

を
準
用
す
る
。

(

貸
付
金
の
償
還
期
日
等)

第
十
一
条

貸
付
金
の
償
還
期
日
は
、
当
該
貸
付
金
に
係
る
訴
訟
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
知
事
が
定
め
る
日
と
す
る
。

２

貸
付
金
の
償
還
は
、
一
時
払
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
分
割
払
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

償
還
義
務
消
滅
時
の
通
知)

第
十
二
条

条
例
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
貸
付
金
を
償
還
す
べ
き
義
務
が
消
滅
し
た
と
き
は
、

書
面
に
よ
り
そ
の
借
受
人
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

(

償
還
金
の
支
払
の
猶
予)

第
十
三
条

条
例
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
償
還
金
の
支
払
の
猶
予

(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢

支
払
猶
予｣

と
い
う
。)

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

借
受
人
が
災
害
に
よ
り
一
時
資
力
を
失
っ
た
と
き
。

二

借
受
人
が
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
年
法

律
第
百
十
四
号)

の
規
定
に
よ
る
入
院
の
勧
告
若
し
く
は
措
置
に
よ
り
入
院
し
、
又
は
同
法
の
規

定
に
よ
り
交
通
を
制
限
さ
れ
、
若
し
く
は
遮
断
さ
れ
た
と
き
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

２

借
受
人
は
、
支
払
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
暴
力
団
排
除
訴
訟
資
金
償
還
金
支
払
猶
予

申
請
書

(

様
式
第
八
号)

に
、
そ
の
理
由
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添

え
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
第
二
号
の
事
由
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
暴
力
団
排
除
訴
訟
資
金
償
還
金
支
払
猶
予
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ

た
と
き
、
又
は
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
借
受
人
に
支
払
猶
予
を
受
け
る
意
思
が

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
、
支
払
猶
予
の
可
否
並
び
に
支
払
猶
予
を
す
る
場
合

に
お
け
る
そ
の
猶
予
の
期
間
及
び
額
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
果
を
書
面
に
よ
り
当
該
借
受
人
に
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

(

償
還
免
除)

第
十
四
条

条
例
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
の
免
除

(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢

償
還
免
除｣

と
い
う
。)

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

借
受
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
訴
訟
を
承
継
す
る
者
が
い
な
い
と
き
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

２

償
還
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
暴
力
団
排
除
訴
訟
資
金
償
還
免
除
申
請
書

(

様
式
第
九
号

)

に
、
そ
の
理
由
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
え
て
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
暴
力
団
排
除
訴
訟
資
金
償
還
免
除
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き

は
、
償
還
免
除
の
可
否
及
び
償
還
免
除
を
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
額
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
果
を
書
面
に
よ
り
そ
の
申
請
を
し
た
者
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

(

即
時
償
還)

第
十
五
条

知
事
は
、
借
受
人
が
貸
付
金
を
貸
付
け
の
目
的
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
こ
と
が
判
明
し

た
と
き
は
、
直
ち
に
貸
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
償
還
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

(

延
滞
利
息)
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第
十
六
条

借
受
人
は
、
貸
付
金
を
そ
の
償
還
期
日
ま
で
に
償
還
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
期
日
の

翌
日
か
ら
償
還
の
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
償
還
す
べ
き
額
に
年
十
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

割
合
で
計
算
し
た
延
滞
利
息
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
償
還
す
べ
き
金
額
の

全
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
延
滞
利
息
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
償
還
す
べ
き
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
遅
延
利
息
の
額
の
計
算
に
つ
き
同
項
に
定
め
る
年
当
た
り
の
割
合
は
、
う
る

う
年
の
日
を
含
む
期
間
に
つ
い
て
も
、
三
百
六
十
五
日
当
た
り
の
割
合
と
す
る
。

(

届
出)

第
十
七
条

借
受
人
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

貸
付
け
に
係
る
訴
訟
を
提
起
し
た
と
き
。

二

貸
付
け
に
係
る
訴
訟
に
つ
い
て
訴
訟
手
続
の
中
断
、
中
止
そ
の
他
の
停
止
が
あ
っ
た
と
き
。

三

貸
付
け
に
係
る
訴
訟
の
終
局
判
決
に
対
す
る
上
訴
の
提
起
が
あ
っ
た
と
き
。

四

訴
訟
代
理
人
を
変
更
し
た
と
き
。

五

借
受
人
、
訴
訟
代
理
人
又
は
保
証
人
の
住
所
又
は
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

六

貸
付
け
に
係
る
訴
訟
の
承
継
が
あ
っ
た
と
き
。

２

借
受
人
は
、
貸
付
け
に
係
る
訴
訟
に
つ
い
て
、
暴
力
団
排
除
訴
訟
経
過
報
告
書

(
様
式
第
十
号)

に
よ
り
、
期
日
ご
と
の
経
過
を
速
や
か
に
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
期
日
外
に
お
い
て

当
該
訴
訟
に
係
る
手
続
が
行
わ
れ
た
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

３

借
受
人
は
、
貸
付
け
に
係
る
訴
訟
が
終
了
し
た
と
き
は
、
暴
力
団
排
除
訴
訟
結
果
報
告
書

(

様
式

第
十
一
号)

に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
速
や
か
に
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

委
任)

第
十
八
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が

別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様式第１号 (第５条､ 第７条関係)

（表）

暴力団排除訴訟資金貸付申請書

年 月 日
福岡県知事 殿

（申請者の住所又は所在地）

（申請者の氏名又は名称及び代表者名） 印

次のとおり貸付けを受けたいので、関係書類を添えて申請します。
なお、貸付決定があった場合は、福岡県暴力団排除条例の規定による訴訟に関する

費用に充てる資金の貸付け等に関する規則（平成２２年福岡県規則第１３号）の規定
を遵守します。

訴 訟 の
目 的

貸付申請金額 必 申立ての手数料 円

要 弁護士に支払う費用 円

費 その他訴訟に要する費用 円

円 用 合計額 円

ふ り が な 住 所
申 氏 名

請 郵便番号 電話（ ）

者 生年月日 年齢

年 月 日 歳 職 業

この貸付金については、次の者と共同して貸付けを受けるものであり、次の者につ
いては、私が代理人として貸付申請及び受領を行います。貸付金が交付された場合は、
これらの者と連帯して債務を負担します。

住 所 氏 名 年齢 職 業

弁 氏名

護 事務所等所在地

士 郵便番号 電話番号（ ）

決
貸付決定額 貸付決定年月日 年 月 日

定
円 貸付決定番号 第 号

否 決 取下げ 年 月 日
注 １ 太枠内には、記載しないこと。

２ 申請者、申請者と共同して貸付けを受けようとする者又は保証人が法人である場合は、
氏名にはその名称を、住所にはその所在地を、職業にはその代表者の氏名をそれぞれ記
載すること。

３ 共同して貸付けを受けようとする場合は、委任状（様式第２号）を添付すること。
４ 記載する必要のない欄は、斜線で消すこと。
５ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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（裏）

私は、申請者（共同して貸付けを受けようとする者を含む。）と連帯して債務

保 を負担します。

ふ り が な 住 所

証 氏 名 印

職 業 郵便番号 電話（ ）

人 貸付金を借
有 ・ 無

貸付金の保証人
有 ・ 無

りているか となっているか

相
代 組織名

表 所在地

手
者 氏名

行 氏名・生年月日 年 月 日

方
為 住所

者 所属組織名

訴

訟

に

係

る

請

求

内

容

備

考
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様式第２号 (第５条､ 第７条､ 第10条関係)

委 任 状

代表者（住所又は所在地）

（氏名又は名称及び代表者氏名）

私たちは、福岡県暴力団排除条例の規定による訴訟に関する費用に充てる資金の貸

付け等に関する規則（平成２２年福岡県規則第１３号）の規定により、上記の代表者

と共同して貸付けを受けたいので、当該代表者に１００万円を限度として貸付金の貸

付申請及び受領を委任します。

なお、貸付金が交付された場合は、上記の者と連帯して債務を負担します。

ふ り が な 住 所

氏 名 印

生年月日 年齢 郵便番号 電話（ ）

年 月 日 歳 職 業

ふ り が な 住 所

氏 名 印

生年月日 年齢 郵便番号 電話（ ）

年 月 日 歳 職 業

ふ り が な 住 所

氏 名 印

生年月日 年齢 郵便番号 電話（ ）

年 月 日 歳 職 業

ふ り が な 住 所

氏 名 印

生年月日 年齢 郵便番号 電話（ ）

年 月 日 歳 職 業

注 １ 代表者と共同して貸付けを受けようとする者が法人である場合は、氏名にはその名称

を、住所にはその所在地を、職業にはその代表者の氏名をそれぞれ記載すること。

２ 記載する必要のない欄は、斜線で消すこと。

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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様式第３号 (第５条､ 第10条関係)

訴訟費用支払予定額調書

費 用 区 分 内 訳 支 払 予 定 額
支 払 予 定

年 月 日

円 円 年 月 日

申立ての手数

料

円 円 年 月 日

弁護士に支払

う費用

円 円 年 月 日

その他訴訟に

要する費用

計
円

貸付申請額
円

注 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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様式第４号 (第６条関係)

保 証 人 変 更 申 請 書

年 月 日

福岡県知事 殿

（借受人の住所又は所在地）

（借受人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

次のとおり、貸付金に係る保証人を変更しますので申請します。

借 受 額 円

貸 付 決 定 年 月 日 年 月 日

貸 付 決 定 番 号 第 号

氏 名 職業
ふ り が な

変 更 前 の 保 証 人
住 所

氏 名 職業
ふ り が な

住 所

変 更 後 の 保 証 人
郵便番号 電話

（ ）

貸付金を借
有 ・ 無

貸付金の保証人
有 ・ 無

りているか となっているか

変 更 の 理 由

以上のとおり、当該貸付金の保証人となりますので、保証人となることが承認され
た後は、借受人と連帯して債務を負担します。

（保証人の住所又は所在地）

（保証人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

注 １ 保証人となる者は、印鑑証明書又はこれに代わる書面を必ず添付すること。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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様式第５号 (第９条関係)

暴力団排除訴訟資金借用書

年 月 日

福岡県知事 殿

借受人

（借受人の住所又は所在地）

（借受人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

保証人

（保証人の住所又は所在地）

（保証人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

年 月 日付け、貸付決定番号第 号で決定があった貸付金を次

のとおり借用しました。

なお、福岡県暴力団排除条例の規定による訴訟に関する費用に充てる資金の貸付け

等に関する規則（平成２２年福岡県規則第１３号）の規定を遵守します。

借 受 金 額 円

保証人は、借受人と連帯して債務を負担します。

注 １ 借受人及び保証人は、印鑑証明書又はこれに代わる書面を必ず添付すること。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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様式第６号 (第10条関係)

暴力団排除訴訟資金追加貸付申請書

年 月 日

福岡県知事 殿

申請者
（申請者の住所又は所在地）

（申請者の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

保証人
（保証人の住所又は所在地）

（保証人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

次のとおり貸付金の追加貸付けを受けたいので、関係書類を添えて申請します。

追加貸付申請金額 必 申立ての手数料 円
要 弁護士に支払う費用 円
費 その他訴訟に要する費用 円

円 用 合計額 円
既借受金額 当該貸付決定年月日 年 月 日

円 当該貸付決定番号 第 号
追加貸付申請の理由

この貸付金については、次の者と共同して貸付けを受けるものであり、次の者につ
いては、私が代理人として貸付申請及び受領を行います。貸付金が交付された場合は、
これらの者と連帯して債務を負担します。

住 所 氏 名 年齢 職 業

追加貸付決定額 円
決
追加貸付決定 年 月 日

定 貸付決定番号 第 号
否 決 取下げ 年 月 日

適
用
注 １ 太枠内には、記載しないこと。

２ 申請者と共同して貸付けを受けようとする者が法人である場合は、住所にはその所在
地を、氏名にはその名称を、職業にはその代表者の氏名をそれぞれ記載すること。

３ 共同して貸付けを受けようとする場合は、委任状（様式第２号）を添付すること。

４ 記載する必要のない欄は、斜線で消すこと。

５ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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様式第７号 (第10条関係)

訴 訟 費 用 収 支 精 算 書

費用区分 支 払 額 支払年月日

円 年 月 日

内訳

申立ての手数

料

円 年 月 日

内訳

弁護士に支払

った費用

円 年 月 日

内訳

その他訴訟に

要した費用

計
円

貸 付 額
円

残 額
円

注 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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様式第８号 (第13条関係)

暴力団排除訴訟資金償還金支払猶予申請書

年 月 日

福岡県知事 殿

借受人

（借受人の住所又は所在地）

（借受人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

保証人

（保証人の住所又は所在地）

（保証人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

次のとおり支払猶予を受けたいので、関係書類を添えて申請します。

貸付決定年月日 年 月 日 貸付決定番号 第 号

借 受 金 額 円 支払猶予申請金額 円

訴訟終了年月日 年 月 日 支払猶予申請期限 年 月 日

支払猶予申請の理由

支払猶予決定額 円
摘 要

決
支 払 猶 予 期 限 年 月 日

支払猶予決定番号 第 号

定 支 払 猶 予 決 定 年 月 日
年 月 日

否決 取下げ 年 月 日

注 １ 太枠内には、記載しないこと。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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様式第９号 (第14条関係)

暴力団排除訴訟資金償還免除申請書

年 月 日

福岡県知事 殿

借受人
（借受人の住所又は所在地）

（借受人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

保証人
（保証人の住所又は所在地）

（保証人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

次のとおり償還免除を受けたいので、関係資料を添えて申請します。

貸付決定年月日 年 月 日 貸付決定番号 第 号

借 受 金 額 円 償還免除申請金額 円

訴訟に要した費用の額 内 申立ての手数料 円

弁護士に支払った費用 円

円 訳 その他訴訟に要した費用 円

償還免除申請の理由

償還免除金額 円
摘 要

決
償還免除決定番号 第 号

償 還 免 除 決 定 年 月 日
定 年 月 日

否 決 取下げ 年 月 日

注 １ 太枠内には、記載しないこと。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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様式第10号 (第17条関係)

暴 力 団 排 除 訴 訟 経 過 報 告 書

年 月 日

福岡県知事 殿

（借受人の住所又は所在地）

（借受人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

次のとおり、暴力団排除訴訟の経過を報告します。

事 件 名 年 （ ） 第 号

借 受 人 （ 原 告 ）

相 手 方 （ 被 告 ）

（日時） 年 月 日（ 時）

（裁 判 所）

（訴訟経過）

（問題点及び意見）

（次回） 年 月 日 時

注 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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様式第11号 (第17条関係)

暴 力 団 排 除 訴 訟 結 果 報 告 書

年 月 日

福岡県知事 殿

（借受人の住所又は所在地）

（借受人の氏名又は名称及び代表者氏名） 印

次のとおり暴力団排除訴訟が終了したので結果を報告します。

事 件 名 年 （ ） 第 号

借 受 人 （ 原 告 ）

相 手 方 （ 被 告 ）

（終了年月日） 年 月 日

（裁 判 所）

（訴訟結果）

注 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。



福
岡
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
四
号

福
岡
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則

(

昭
和
二
十
六
年
福
岡
県
規
則
第
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

道
路
と
み
な
す
道
の
指
定)

第
二
十
条

法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
指
定
は
、
法
第
三
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
に
至
っ
た
際
現
に
在
す
る
幅
員
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
で
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
五
号

福
岡
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
建
築
士
法
施
行
細
則

(

昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
百
十
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中

｢

二
級
建
築
士

(

木
造
建
築
士)

免
許
申
請
書

(

様
式
第
一
号
。
以
下

｢

免
許
申

請
書｣

と
い
う
。)
｣

を

｢

写
真

(

申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
半
身
、
無
背
景

の
縦
の
長
さ
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面

に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
と
す
る
。
第
六
条
及
び
第
七
条
に
お
い
て
同
じ
。)

を
は

り
付
け
た
様
式
第
一
号
に
よ
る
免
許
申
請
書

(

次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
単
に

｢

免
許
申
請
書｣

と
い

う
。)

｣

に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中

｢

二
級
建
築
士

(

木
造
建
築
士)

登
録
事
項
変
更
届

(

様
式
第
四
号)

に
そ
の
旨

を
記
載
し
、
免
許
証
を
添
え
、｣

を

｢

戸
籍
謄
本
又
は
戸
籍
抄
本
を
添
え
て
、
そ
の
旨
を｣

に
改
め
、

同
条
第
二
項
中

｢

前
項
の｣

を

｢

第
一
項
の
規
定
に
よ
る｣

に
、

｢

か
つ
、
免
許
証
を
書
き
換
え｣

を

｢

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
免
許
証
の
書
換
え
を
し｣

に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
免
許
証

又
は
免
許
証
明
書

(

様
式
は
、
様
式
第
二
号
又
は
様
式
第
三
号
に
準
じ
て
指
定
登
録
機
関

(

法
第
十

条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
六
章
に
お
い

て
同
じ
。)

が
定
め
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。)

に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
免
許
証
の
書
換
え
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
申
請
は
、
写
真
を
は
り
付
け
た
二
級
建
築
士

(

木
造
建
築
士)

登
録
事
項
変
更
届
・
書
換
え
交
付
申
請
書

(

様
式
第
四
号)

に
よ
り
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
第
一
項
中

｢

、
免
許
証｣

の
下
に

｢

若
し
く
は
免
許
証
明
書｣

を
、

｢

直
ち
に
、｣

の
下
に

｢

写
真
を
は
り
付
け
た｣

を
、

｢

そ
の
免
許
証｣

の
下
に

｢

又
は
免
許
証
明
書｣

を
加
え
、
同
条
第
二

項
中

｢

を
再
交
付
す
る｣

を

｢

の
再
交
付
を
す
る｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢

免
許
証｣

の
下
に

｢

又
は
免
許
証
明
書｣

を
加
え
る
。

第
八
条
中

｢

免
許
証｣

の
下
に

｢

又
は
免
許
証
明
書｣

を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中

｢

免
許
証｣

を

｢

免
許
証
等｣

に
改
め
、
同
条
中

｢

免
許
証｣

の
下
に

｢

又

は
免
許
証
明
書｣

を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

規
定
の
適
用)

第
十
一
条
の
三

指
定
登
録
機
関
が
法
十
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務

(

第
六
章
に
お
い
て
単
に

｢

二
級
建
築
士
等
登
録
事
務｣

と
い
う
。)

を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条

第
一
項
、
第
四
条
、
第
六
条
、
第
七
条
第
八
条
第
四
項
、
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
中

｢

様
式
第
一
号
に
よ
る
免
許
申
請
書

(

次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
単
に

｢

免
許
申
請
書｣

と
い
う
。)

｣

と
あ
る
の
は

｢

免
許
申
請
書

(

様
式
は
、
様
式
第
一
号
に
準
じ
て

指
定
登
録
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

｣

と
、
同
項
、
第
四

条
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
七
条
、
第
八
条
第
四
項
並
び
に
第
九
条
の
規
定
中

｢

知
事｣

と
あ
る
の
は

｢

指
定
登
録
機
関｣

と
、
第
四
条
第
一
項
中

｢

二
級
建
築
士
免
許
証

(

様
式
第
二
号)

� � � � ����������	 
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又
は
木
造
建
築
士
免
許
証

(

様
式
第
三
号)

(

以
下
こ
れ
ら
を

｢

免
許
証｣

と
い
う
。)

｣

と
あ
る

の
は

｢

免
許
証
明
書｣

と
、
第
六
条
第
二
項
中

｢

免
許
証
の｣

と
あ
る
の
は

｢

免
許
証
明
書
の｣

と

、
同
条
第
三
項
中

｢

二
級
建
築
士

(

木
造
建
築
士)

登
録
事
項
変
更
届
・
書
換
え
交
付
申
請
書

(

様

式
第
四
号)

｣

と
あ
る
の
は

｢

登
録
事
項
変
更
届
・
書
換
え
交
付
申
請
書

(

様
式
は
、
様
式
第
四
号

に
準
じ
て
指
定
登
録
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。)

｣

と
、
同
条
第
四
項
並
び
に
第
七
条
第
二
項

及
び
第
三
項
中

｢
免
許
証｣

と
あ
る
の
は

｢

免
許
証
明
書｣

と
、
第
七
条
第
一
項
中

｢

二
級
建
築
士

(

木
造
建
築
士)

免
許
証
再
交
付
申
請
書

(

様
式
第
五
号)

｣

と
あ
る
の
は

｢

免
許
証
明
書
再
交
付

申
請
書

(

様
式
は
、
様
式
第
五
号
に
準
じ
て
指
定
登
録
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。)

｣

と
、
第

九
条
第
一
項
中

｢

免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
前
条
第
三
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合｣

と
あ
る
の

は

｢

知
事
が
免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
第
三
十
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の
交
付
を
受
け
た
場
合｣

と
、
第
十
条
中

｢

二
級
建
築

士

(

木
造
建
築
士)

住
所
等
の
届
出

(

様
式
第
八
号)

｣

と
あ
る
の
は

｢

様
式
第
八
号
に
準
じ
て
指

定
登
録
機
関
が
定
め
る
様
式｣

と
す
る
。

第
二
十
条
中

｢

一
級

(

二
級
・
木
造)

建
築
士
事
務
所
登
録
事
項
変
更
届

(

様
式
第
九
号)

｣

を

｢

様
式
第
九
号
に
よ
る
登
録
事
項
変
更
届｣

に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

規
定
の
適
用)

第
二
十
一
条
の
二

法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定
す
る
者
が
同
項
に
規
定

す
る
事
務
所
登
録
等
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
第
二
十
条
中

｢

様
式
第
九
号
に
よ
る
登
録
事
項
変
更
届｣

と
あ
る
の
は

｢

事
務
所
登
録
事

項
変
更
届

(

様
式
は
、
様
式
第
九
号
に
準
じ
て
指
定
事
務
所
登
録
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。)

｣

と
、

｢

知
事｣

と
あ
る
の
は

｢

指
定
事
務
所
登
録
機
関｣

と
、
第
二
十
一
条
中

｢

一
級

(

二
級
・

木
造)

建
築
士
事
務
所
廃
業
等
届

(

様
式
第
十
号)

｣

と
あ
る
の
は

｢

様
式
第
十
号
に
準
じ
て
指
定

事
務
所
登
録
機
関
が
定
め
る
様
式｣

と
す
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

� � � � ����������	 
�	 ��
��� �����



� � � � ����������	 
�	 ��
��� ��� ��

様式第１号 (第３条関係)
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附

則

(
施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
旧
書
式
に
よ
る
免
許
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
二
級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
は
、
新
書
式
に
よ
る
免
許
証
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
当
該
交
付
の
申
請
は
、
第
六
条
第
二
項
の
免
許
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
と
み
な
す
。

福
岡
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
六
号

福
岡
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
行
政
組
織
規
則

(

昭
和
三
十
四
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
四
号
の
表
保
健
医
療
介
護
総
務
課
の
項
中

｢

管
理
係

予
算
係｣

を

｢

予
算
係

企
画
係｣

に
改
め
、
同
表
医
療
指
導
課
の
項
中

｢

医
務
係

医
療
指
導
係

地
域
医
療
係

看
護
指
導

係｣

を

｢

地
域
医
療
係

医
療
指
導
係

看
護
指
導
係

在
宅
医
療
係｣

に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
の
表
中
市
町
村
支
援
課
の
項
を
削
る
。

第
二
十
条
の
三
の
二
第
一
号
ロ
中

｢

事
務
の
う
ち
、
私
立
学
校
教
育
職
員
に
関
す
る
こ
と｣
を

｢

事

務

(

私
立
学
校
教
育
職
員
に
係
る
事
務
に
限
る
。)

の
う
ち
他
係
に
属
し
な
い
こ
と｣

に
改
め
、
同
号

ニ
を
削
り
、
同
号
ホ
中

｢

事
務
の
う
ち
、
私
立
学
校
に
関
す
る
こ
と｣

を

｢

事
務

(

私
立
学
校
に
係
る

事
務
に
限
る
。)

の
う
ち
他
係
に
属
し
な
い
こ
と｣

に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ニ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

私
立
学
校
教
育
功
労
者
の
表
彰
、
叙
勲
及
び
褒
賞
、
そ
の
他
表
彰
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
の
三
の
二
第
一
号
中
ヘ
か
ら
チ
ま
で
を
削
り
、
リ
を
ヘ
と
し
、
ヌ
を
ト
と
し
、
同
条
第
二

号
ホ
を
削
り
、
同
号
ニ
中

｢

事
務
の
う
ち
、
幼
稚
園
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
に
関
す
る｣

を
削
り

、
同
号
ニ
を
同
号
チ
と
し
、
同
号
ハ
中

｢

の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
幼
稚
園
、
専
修
学
校
及
び

各
種
学
校｣

を

｢
(

昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
号)

の
施
行｣

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ト
と
し
、
同

号
ト
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

産
業
教
育
振
興
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号)

、
理
科
教
育
振
興
法

(

昭
和

二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
六
号)

、
高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
振
興
法

(

昭
和

二
十
八
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号)

及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法

(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十

一
号)

の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
私
立
学
校
の
補
助
金
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

学
校
給
食
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務

(

私
立
学
校
に
係
る
事
務
に
限
る
。)

の
う
ち
、
幼
稚

園
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ

激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
三
十
七
年
法
律

第
百
五
十
号)

の
規
定
に
基
づ
く
私
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
の
三
の
二
第
二
号
ロ
中

｢

、
各
種
学
校
及
び
私
立
学
校
審
議
会｣

を

｢

及
び
各
種
学
校｣

に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

教
育
職
員
免
許
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務

(

私
立
学
校
教
育
職
員
に
係
る
事
務
に
限
る
。)

の
う
ち
、
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
の
三
の
二
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

リ

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
私
立
学
校
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
の
六
第
一
号
チ
中

｢
(

企
画
・
地
域
振
興
部
市
町
村
支
援
課
合
併
支
援
室
に
係
る
も
の
を

含
む
。)

｣

を
削
り
、
同
号
チ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
ト
中

｢
(

企
画
・
地
域
振
興
部
市
町
村
支
援
課

合
併
支
援
室
に
係
る
も
の

(

公
印
の
管
守
、
職
員
の
服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
並

び
に
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。)

を
含
む
。)

｣

を
削
り
、
同
号
ト
を
同
号
チ
と
し

、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

市
町
村
合
併
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
の
六
第
三
号
ハ
中

｢
(

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号)

｣

を
削
る
。

第
二
十
条
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
七

削
除

第
三
十
一
条
第
一
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

保
健
医
療
介
護
部
に
係
る
人
事
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
一
号
中
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
を
削
り
、
ト
を
ロ
と
し
、
チ
を
ハ
と
し
、
リ
か
ら
ル
ま
で
を

削
り
、
ヲ
を
ニ
と
し
、
ワ
を
ホ
と
し
、
同
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
ハ
を
削
り
、
同
号
を
同
条

第
二
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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三

企
画
係

イ

保
健
医
療
介
護
行
政
の
総
合
企
画
、
調
査
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

統
計
法
の
規
定
に
基
づ
く
基
幹
統
計
の
う
ち
、
人
口
動
態
調
査
、
医
療
施
設
調
査
、
患
者
調

査
及
び
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

地
域
保
健
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号)

の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
の
事
業
成
績
の

報
告
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

医
師
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号)

の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
医
師
届
出

に
関
す
る
こ
と
。

ホ

歯
科
医
師
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号)

の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
歯
科

医
師
届
出
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ

医
療
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号)

の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
病
院
報
告

に
関
す
る
こ
と
。

ト

薬
剤
師
法

(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号)

の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
薬
剤

師
届
出
に
関
す
る
こ
と
。

チ

保
健
福
祉
に
係
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
総
合
企
画
に
関
す
る
こ
と
。

リ

保
健
福
祉
に
係
る
統
計
及
び
情
報
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

ヌ

保
健
環
境
研
究
所
に
係
る
試
験
研
究
そ
の
他
の
事
業
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、

保
健
医
療
介
護
部
の
分
掌
事
務
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

医
療
指
導
課
の
所
掌
事
務)

第
三
十
一
条
の
四

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
健
医
療
介
護
部
医
療
指
導
課
の
各
係
ご
と
の
所
掌

事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

地
域
医
療
係

イ

離
島
振
興
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
医
療
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

母
子
保
健
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
同
法
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
医
療
施

設
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
医
療
の
確
保
に
関
す
る

こ
と
。

ニ

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令

(

昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と

。
ホ

無
医
地
区
等
の
診
療
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ

救
急
医
療
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

ト

自
治
医
科
大
学
へ
の
派
遣
学
生
に
関
す
る
こ
と
。

チ

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

リ

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

二

医
療
指
導
係

イ

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
二
年
法

律
第
二
百
十
七
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

医
師
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

ハ

歯
科
医
師
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

ニ

歯
科
衛
生
士
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

医
療
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

ヘ

死
体
解
剖
保
存
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
四
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ト

診
療
放
射
線
技
師
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

チ

歯
科
技
工
士
法

(

昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

リ

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号)

の
施
行
に
関
す
る

こ
と
。

ヌ

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法

(

昭
和
四
十
年
法
律
第
百
三
十
七
号)

の
施
行
に
関
す
る

こ
と
。

ル

柔
道
整
復
師
法

(

昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十
九
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ヲ

視
能
訓
練
士
法

(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ワ

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
病
床
転
換
助
成
事

業
に
関
す
る
こ
と
。

カ

言
語
聴
覚
士
法

(

平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
二
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ヨ

医
療
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

三

看
護
指
導
係

イ

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(

平
成
四
年
法
律
第
八
十
六
号)

の
施
行
に
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関
す
る
こ
と
。

ハ

福
岡
県
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
与
条
例

(

昭
和
三
十
七
年

福
岡
県
条
例
第
五
十
七
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

四

在
宅
医
療
係

イ

在
宅
医
療
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

訪
問
看
護
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

歯
科
保
健
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
中

｢

保
険
医
療
機

関
等｣

を

｢

費
用
等
並
び
に
保
険
医
療
機
関
等｣

に
、

｢

報
告
等
、｣

を

｢

報
告
等
並
び
に｣

に
、

｢

指
導
及
び
審
査
請
求｣

を

｢

指
導｣

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中

｢

負
担
の

調
整｣

の
下
に

｢

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
費
用
等｣

を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し

、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
中

｢
前
三
号｣

を

｢

前
四
号｣

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

国
民
健
康
保
険
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
広
域
化
等
支
援
方
針
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
十
号
中

｢

第
五
号｣

を

｢

第
六
号｣
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
四

号
、
第
六
号｣

を

｢

第
五
号
、
第
七
号｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢
及
び
第
九
号｣

を

｢

、
第
八
号

及
び
第
十
号｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

｢

第
八
号｣

を

｢

第
九
号｣

に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
七
の
二
第
二
号
ロ
及
び
同
条
第
三
号
イ
中

｢

介
護
老
人
福
祉
施
設｣

を

｢

指
定
介
護

老
人
福
祉
施
設｣

に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
八
第
一
項
中
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七

号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

環
境
行
政
の
総
合
企
画
、
調
査
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

八

環
境
保
全
に
係
る
国
際
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
の
八
第
二
項
中

｢

前
項
第
七
号
、
第
九
号｣

を

｢

前
項
第
九
号
、
第
十
一
号｣

に
改
め

、
同
条
第
三
項
中

｢

第
一
項
第
八
号
及
び
第
十
号｣

を

｢

第
一
項
第
十
号
及
び
第
十
二
号｣

に
改
め
る

。
第
三
十
一
条
の
九
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

循
環
型
社
会
推
進
課
の
所
掌
事
務)

第
三
十
一
条
の
九
の
二

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
環
境
部
循
環
型
社
会
推
進
課
の
所
掌
事
務
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
七
年
法
律
第
百

十
二
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

二

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
七
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

三

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法

(

平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

四

廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
の
促
進
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
係
る
企
画
、
調
整
及
び
啓

発
に
関
す
る
こ
と
。

五

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

六

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

七

新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
事
業
化
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

八

ご
み
固
形
燃
料
に
よ
る
発
電
に
関
す
る
こ
と
。

九

公
共
関
与
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

十

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

財
団
法
人
福
岡
県
環
境
保
全
公
社
に
関
す
る
こ
と
。

２

循
環
型
社
会
推
進
課
企
画
係
の
所
掌
事
務
は
、
前
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
八
号
か
ら
第
十
一

号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

３

循
環
型
社
会
推
進
課
リ
サ
イ
ク
ル
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
五
号
、
第

六
号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

中
小
企
業
振
興
事
務
所
、
計
量
検
定
所
及
び
大
阪
事
務
所
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
二
条
第
二
項
中

｢

第
八
号
、
第
十
号
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号｣

を

｢

第
九
号
及
び
第
十

一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢

第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
一
号｣

を

｢

第
一

項
第
八
号
及
び
第
十
号｣

に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
二
第
二
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

公
益
財
団
法
人
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
研
究
試
験
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
条
第
四
号
ニ
を
削
る
。

第
四
十
一
条
第
一
号
中
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
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る
。

ロ

米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律

(

平
成
二
十

一
年
法
律
第
二
十
六
号)

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
三
条
第
四
号
中
イ
を
削
り
、
ロ
を
イ
と
し
、
ハ
を
ロ
と
す
る
。

第
四
十
三
条
の
二
第
四
号
ロ
中

｢

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法｣

の
下
に

｢
(

平
成
五
年
法
律
第
七

十
号)

｣

を
加
え
、

｢
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い｣

を
削
る
。

第
四
十
三
条
の
三
第
四
号
中
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ロ

種
苗
法(

平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号)

の
総
括
及
び
同
法
に
基
づ
く
県
育
成
農
産
品
種
の
取

得
、
保
護
及
び
活
用
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
十
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

企
画
交
通
課
の
所
掌
事
務)

第
五
十
条
の
二

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
県
土
整
備
部
企
画
交
通
課
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

県
土
整
備
行
政
の
総
合
企
画
、
調
査
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二

県
土
整
備
部
に
係
る
事
業
の
総
合
的
進
行
管
理
及
び
工
事
の
工
程
管
理
の
指
導
に
関
す
る
こ
と

。
三

県
土
整
備
部
に
係
る
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
こ
と

(

設
計
積
算
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
も

の
を
除
く
。)

。

四

総
合
交
通
対
策
の
企
画
、
調
査
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

五

鉄
道
の
整
備
促
進
に
関
す
る
こ
と
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

六

九
州
新
幹
線
の
建
設
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

七

九
州
新
幹
線
の
建
設
に
関
連
す
る
公
共
事
業
等
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

八

九
州
新
幹
線
の
開
業
に
関
連
す
る
行
事
に
関
す
る
こ
と
。

九

庶
務
に
関
す
る
こ
と

(

県
土
整
備
部
企
画
交
通
課
技
術
調
査
室
に
係
る
も
の

(

公
印
の
管
守
、

職
員
の
服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
並
び
に
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
こ
と

を
除
く
。)

を
含
む
。)

。

十

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と

(

県
土
整
備
部
企
画
交
通
課
技
術
調
査
室
に
係
る
も
の
を
含
む
。)

。

十
一

福
岡
県
建
設
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

財
団
法
人
福
岡
県
建
設
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

２

企
画
交
通
課
指
導
係
の
所
掌
事
務
は
、
前
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

３

企
画
交
通
課
企
画
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
と

す
る
。

４

企
画
交
通
課
新
幹
線
建
設
対
策
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務

と
す
る
。

第
五
十
九
条
第
一
号
中
ニ
を
削
り
、
ホ
を
ニ
と
し
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
す
る
。

第
六
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
表
福
岡
県
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
の
項
及
び
福
岡
県
市
町
村
合
併

調
整
委
員
の
項
中

｢

合
併
支
援
室｣

を
削
る
。

第
七
十
二
条
の
表
福
岡
県
東
福
岡
県
税
事
務
所
の
項
中

｢

収
税
第
三
課

自
動
車
税
第
一
係

自
動
車
税
第
二
係

証
紙
自
動
車
税
係

収
納
係

｣

を

｢

収
税
第
三
課

自
動
車
税
第
一
係

自
動
車
税
第
二
係

収
納
係

｣

に
改
め
、

｢
(

収
税
第
三
課
証
紙
自
動
車
税
係

に
あ
つ
て
は
、
同
市
東
区
千
早
三
丁
目
一
〇
番
四
〇
号)

｣

を
削
り
、
同
表
福
岡
県
北
九
州
東
県
税
事

務
所
の
項
中

｢

収
税
第
二
課

自
動
車
税
係

証
紙
自
動
車
税
係

収
納
係

｣

を

｢

収
税
第
二
課

自
動
車
税
係

収
納
係

｣

に
改
め
、

｢
(

収
税
第
二
課
証
紙
自
動
車
税
係
に
あ

つ
て
は
、
同
市
小
倉
南
区
沼
南
町
三
丁
目
二
〇
番
一
号)

｣

を
削
り
、
同
表
福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税

事
務
所
の
項
中

｢

収
税
第
二
課

自
動
車
税
係

証
紙
自
動
車
税
係

収
納
係

｣
を

｢

収
税
第
二
課

自
動
車
税
係

収
納
係

｣

に
改
め
、

｢
(

収
税
第
二
課
証
紙
自
動
車
税
係
に
あ
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つ
て
は
、
飯
塚
市
仁
保
二
三
番
四
四)

｣

を
削
り
、
同
表
福
岡
県
久
留
米
県
税
事
務
所
の
項
中

｢
収
税
第
二
課

自
動
車
税
第
一
係

自
動
車
税
第
二
係

証
紙
自
動
車
税
係

収
納
係

｣
を

｢

収
税
第
二
課

自
動
車
税
第
一
係

自
動
車
税
第
二
係

収
納
係

｣

に
改
め
、

｢
(

収
税
第
二
課
証
紙
自
動
車
税
係

に
あ
つ
て
は
、
同
市
上
津
町
字
中
尾
山
二
二
〇
三
番
の
三
〇
一)

｣

を
削
る
。

第
七
十
四
条
第
二
項
第
五
号
イ
�
及
び
�
中

｢

自
動
車
税

(

証
紙
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
を
除
く
。

)
｣

を

｢

自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車
税｣

に
改
め
、
同
号
イ
�
中

｢

県
税
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、

｣

の
下
に

｢

自
動
車
取
得
税
及
び｣

を
加
え
、
同
号
ロ
�
中

｢

自
動
車
税

(

証
紙
に
よ
り
徴
収
す
る
も

の
を
除
く
。)

｣

を

｢

自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車
税｣

に
改
め
、
同
号
ロ
�
中

｢

県
税
に
関
す
る
事

務
の
う
ち
、｣

の
下
に

｢

自
動
車
取
得
税
及
び｣
を
加
え
、
同
号
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
同
条

第
五
項
第
四
号
イ
�
中

｢

自
動
車
税

(

証
紙
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
を
除
く
。)
｣

を

｢

自
動
車
取
得

税
及
び
自
動
車
税｣

に
改
め
、
同
号
イ
�
中

｢

県
税
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、｣

の
下
に

｢

自
動
車
取

得
税
及
び｣

を
加
え
、
同
号
中
ロ
を
削
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
同
条
第
八
項
第
四
号
イ
�
中

｢

自
動
車
税

(

証
紙
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
を
除
く
。)

｣

を

｢

自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車
税｣

に
改
め
、
同
号

イ
�
中

｢

県
税
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、｣

の
下
に

｢

自
動
車
取
得
税
及
び｣
を
加
え
、
同
号
中
ロ
を

削
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
同
条
第
九
項
第
五
号
イ
�
及
び
�
中

｢

自
動
車
税

(

証
紙
に
よ
り
徴
収
す
る
も

の
を
除
く
。)

｣

を

｢

自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車
税｣

に
改
め
、
同
号
イ
�
中

｢
県
税
に
関
す
る
事

務
の
う
ち
、｣

の
下
に

｢

自
動
車
取
得
税
及
び｣

を
加
え
、
同
号
ロ
�
中

｢

自
動
車
税

(
証
紙
に
よ
り

徴
収
す
る
も
の
を
除
く
。)

｣

を

｢

自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車
税｣

に
改
め
、
同
号
ロ
�
中

｢
県
税

に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、｣

の
下
に

｢

自
動
車
取
得
税
及
び｣

を
加
え
、
同
号
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ

と
す
る
。

第
八
十
七
条
第
一
項
の
表
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
の
項
中

｢

保
護
第
二
課

保
護
第
一
係

保
護
第
二
係｣

を

｢

保
護
第
二
課

保
護
第
一
係

保
護
第
二
係

保
護
第
三
係｣

に
改
め
、
同
表
福
岡
県
糸
島
保
健
福
祉
事
務
所
の
項
中

｢

総
務
企
画
課

｢

総
務
企
画
課

総
務
係

を

総
務
係

に
改
め
、
同
表
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の

企
画
指
導
係

企
画
指
導
係｣

保
護
係

｣

項
内
部
組
織
の
欄
中

｢

社
会
福
祉
課

｢

社
会
福
祉
課

児
童
家
庭
係

児
童
家
庭
係

を

に
改
め
、
同
表
同
項
位
置
の
欄
中

｢

高
齢
・
障
害
者
福
祉
係

高
齢
・
障
害
者
福
祉
係

保
護
課

｣

保
護
係

｣

、
保
護
課｣

を
削
る
。

第
八
十
八
条
第
五
項
中

｢

福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所｣

を

｢

福
岡
県
筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
の
保
護
課
並
び
に
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所｣

に
改
め
、

｢

並
び
に

福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
保
護
課｣

を
削
る
。

第
八
十
九
条
第
二
項
第
六
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

保
護
第
三
係

�

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る

こ
と
。

第
八
十
九
条
第
三
項
第
一
号
ハ
を
削
り
、
同
条
第
八
項
第
四
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

保
護
係

�

第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
事
務

第
八
十
九
条
第
八
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八

号
を
第
七
号
と
す
る
。

第
九
十
八
条
第
一
号
イ
及
び
同
条
第
二
号
イ
中

｢
(

骨
、
臓
器
及
び
血
液
を
含
む
。)

｣

の
下
に

｢
及
び
と
畜
場
に
併
設
し
て
営
業
す
る
食
肉
処
理
業｣

を
加
え
、
同
条
第
三
号
イ
中

｢

食
鳥
処
理
場
等｣

を

｢
食
鳥
処
理
場

(

認
定
小
規
模
食
鳥
処
理
業
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
中
同
じ
。)

｣

に
改
め
、

｢

(

骨
及
び
臓
器
を
含
む
。)

｣

の
下
に

｢

及
び
食
鳥
処
理
場
に
併
設
し
て
営
業
す
る
食
肉
処
理
業｣

を

加
え
る
。

第
九
十
九
条
の
表
福
岡
県
宗
像
児
童
相
談
所
の
項
中

｢

田
熊
五
丁
目
五
番
一
号｣

を

｢

東
郷
五
丁
目

五
番
三
号｣

に
改
め
る
。
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第
百
十
一
条
の
表
福
岡
県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中

｢

被
服
科｣

を

｢

ア
パ
レ
ル
サ
ー
ビ
ス

科｣
に
改
め
、
同
表
福
岡
県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中

｢

介
護
サ
ー
ビ
ス
科｣

を

｢

介
護
サ

ー
ビ
ス
科

建
築
科｣

に
改
め
、
同
表
福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中

｢

機
械
科

家
屋

営
繕
科｣
を

｢
機
械
科｣

に
改
め
、
同
表
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中

｢

窯
業
製
品
系
陶

磁
器
製
造
科

オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
系
Ｏ
Ａ
事
務
科｣

を

｢

オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
系
Ｏ
Ａ
事
務
科｣

に

改
め
る
。

第
百
十
三
条
第
二
項
第
三
号
イ
中

｢

被
服
科｣

を

｢

ア
パ
レ
ル
サ
ー
ビ
ス
科｣

に
改
め
、
同
条
第
四

項
第
二
号
イ
中

｢

溶
接
科
、
機
械
科
及
び
家
屋
営
繕
科｣

を

｢

溶
接
科
及
び
機
械
科｣

に
改
め
、
同
条

第
五
項
第
二
号
イ
中

｢

窯
業
製
品
系
陶
磁
器
製
造
科
、｣

を
削
る
。

第
百
六
十
二
条
の
表
福
岡
県
朝
倉
農
林
事
務
所
の
項
中

｢

林
業
振
興
課

｢

林
業
振
興
課

林
業
振
興
第
一
係

を

林
業
振
興
係

に
改
め
、
同
表
福
岡
県
行
橋
農
林
事
務
所
の
項
中

林
業
振
興
第
二
係

普
及
係

｣

普
及
係

｣

｢

農
村
整
備
第
二
課

｢

農
村
整
備
第
二
課

整
備
第
一
係

整
備
第
一
係

整
備
第
二
係

を

に
改
め
る
。

整
備
第
二
係

整
備
第
三
係

整
備
第
三
係

｣

用
地
係

｣

第
百
六
十
四
条
第
二
項
第
一
号
ト
中
�
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

�

林
業
振
興
係

�
前
項
第
一
号
ヘ
�
及
び
�
に
規
定
す
る
事
務

第
百
六
十
四
条
第
二
項
第
一
号
ト
中
�
を
削
り
、
�

を
�
と
す
る
。

第
百
六
十
四
条
第
六
項
第
五
号
イ
�
中

｢

第
一
号
ホ
�
�｣

の
下
に

｢

及
び
同
号
ホ
�
�｣

を
加
え

、
同
号
ニ
を
削
る
。

第
二
百
三
十
一
条
第
一
項
の
表
福
岡
県
福
岡
県
土
整
備
事
務
所
の
項
中

｢

道
路
課

｢

道
路
課

維
持
係

維
持
係

を

に
、

｢

緊
急
連
絡
管
建
設
事
業
室｣

交
通
安
全
・
建
設
係

交
通
安
全
・
建
設
係｣

緊
急
連
絡
管
建
設
事
業
係｣

を

｢

災
害
事
業
室｣

に
改
め
、
同
表
福
岡
県
久
留
米
県
土
整
備
事
務
所
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
一
条
第
一
項
の
表
福
岡
県
那
珂
県
土
整
備
事
務
所
の
項
中

｢

河
川
砂
防
課

｢

河
川
砂
防
課

河
川
係

河
川
係

を

に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
表
福
岡
県
北
九
州
県
土
整
備
事
務

砂
防
係

砂
防
係

｣

災
害
事
業
係｣

所
宗
像
支
所
の
項
中

｢
工
務
課

｢

工
務
課

緊
急
連
絡
管
建
設
事
業
室

を

工
務
係

に
改
め
る
。

建
設
第
一
係

緊
急
連
絡
管
建
設
事
業
係｣

建
設
第
二
係

｣

第
二
百
三
十
二
条
第
四
項
中

｢

及
び
緊
急
連
絡
管
建
設
事
業
室｣

を

｢

及
び
災
害
事
業
室｣

に
、

｢

、
田
川
県
土
整
備
事
務
所
の
国
道
バ
イ
パ
ス
建
設
室
並
び
に
北
九
州
県
土
整
備
事
務
所
宗
像
支
所
の
緊
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総
務
課

総
務
係

会
計
係

用
地
課

管
理
係

用
地
係

道
路
課

維
持
係

交
通
安
全
係

建
設
係

河
川
砂
防
課

河
川
係

砂
防
係

都
市
施
設
整
備
課

建
築
指
導
課

建
設
宅
建
業
係

建
築
審
査
係

久
留
米
市
新
合
川
一
丁
目

七
番
二
七
号

久
留
米
市

小
郡
市

う

き
は
市

三
井
郡

福
岡
県
久
留
米
県
土
整
備

事
務
所

藤
波
ダ
ム
管
理
出

張
所

う
き
は
市
浮
羽
町
小
塩
五

八
〇
七
番
地
の
二



急
連
絡
管
建
設
事
業
室｣

を

｢

並
び
に
田
川
県
土
整
備
事
務
所
の
国
道
バ
イ
パ
ス
建
設
室｣

に
改
め
る

。
第
二
百
三
十
三
条
第
二
項
中

｢

緊
急
連
絡
管
建
設
事
業
室
及
び
鳴
淵
・
猪
野
ダ
ム
管
理
出
張
所｣

を

｢

災
害
事
業
室
、
鳴
淵
・
猪
野
ダ
ム
管
理
出
張
所
及
び
瑞
梅
寺
ダ
ム
管
理
出
張
所｣

に
改
め
、
同
項
第

四
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

北
部
福
岡
緊
急
連
絡
管
建
設
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
百
三
十
三
条
第
二
項
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八

災
害
事
業
室

イ

樋
井
川
及
び
那
珂
川
流
域
の
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
百
三
十
三
条
第
三
項
中

｢

各
課
ご
と｣

の
下
に

｢

及
び
藤
波
ダ
ム
管
理
出
張
所｣

を
加
え
、
同

項
第
三
号
イ
中

｢

規
定
す
る
事
務｣

の
下
に

｢
(

同
号
ニ
に
規
定
す
る
事
務
を
除
く
。)
｣

を
加
え
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

藤
波
ダ
ム
管
理
出
張
所

イ

藤
波
ダ
ム

(

以
下
こ
の
号
中

｢

ダ
ム｣

と
い
う
。)
の
操
作
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

ダ
ム
、
貯
水
池
そ
の
他
付
属
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

気
象
、
水
象
等
の
調
査
測
定
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

テ
レ
メ
ー
タ
ー
装
置
、
警
報
設
備
及
び
無
線
電
話
の
操
作
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
の
う
ち
、
公
有
財
産
の
管
理
並
び
に
物
品
の
管
理
及
び
保
管
に
関

す
る
こ
と
。

第
二
百
三
十
三
条
第
四
項
第
三
号
イ
、
同
条
第
五
項
第
三
号
イ
、
同
条
第
六
項
第
三
号
イ
、
同
条
第

七
項
第
三
号
イ
、
同
条
第
八
項
第
三
号
イ
及
び
同
条
第
十
一
項
第
三
号
イ
中

｢

規
定
す
る
事
務｣

の
下

に

｢
(

同
号
ニ
に
規
定
す
る
事
務
を
除
く
。)

｣

を
加
え
、
同
条
第
十
五
項
第
二
号
中
イ
を
ロ
と
し
、

ロ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

第
二
項
第
四
号
ニ
に
規
定
す
る
事
務

第
二
百
三
十
三
条
第
十
五
項
第
三
号
を
削
る
。

第
二
百
四
十
条
第
二
項
の
表
中
福
岡
県
藤
波
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
項
を
削
り
、
同
表
福
岡
県
五
ケ
山

ダ
ム
建
設
事
務
所
の
項
中｢

工
務
課

｢

工
務
課

工
務
第
一
係

工
務
第
一
係

を

工
務
第
二
係

に
改
め
、
同
表
福
岡
県
伊
良
原
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
項
中

工
務
第
二
係｣

工
務
第
三
係｣

｢

庶
務
課

｢

庶
務
課

用
地
第
一
係

を

用
地
第
一
係

に
改
め
る
。

用
地
第
二
係

用
地
第
二
係｣

調
整
係

｣

第
二
百
四
十
二
条
中
第
一
項
を
削
り
、
第
二
項
を
第
一
項
と
し
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項

を
第
三
項
と
す
る
。

(

施
行
期
日)

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
一
条
の
改
正
規
定
は

、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
七
号

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
事
務
委
任
規
則

(

昭
和
四
十
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
条
第
十
四
項
第
四
号
中

｢
｢

施
行
規
則｣

と
い
う
。)

｣

を

｢
｢

施
行
規
則｣

と
い
う
。｣

に
改
め
、
同
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

五

土
壌
汚
染
対
策
法

(

平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
こ
の
号
中

｢

法｣

と
い
う
。)

の

施
行
に
関
す
る
事
務

こ
の
号
中
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則

(

平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号)

を

｢

施
行
規

則｣

と
い
う
。

イ

法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
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が
な
い
旨
を
確
認
す
る
こ
と
。

ロ

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
行
規
則
第
十
八
条
で
定
め
る
事
項
を
土
地
の
所
有

者
等
に
通
知
す
る
こ
と
。

ハ

法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
利
用
方
法
の
変
更
の
届
出
を
受
領
す
る
こ
と
。

ニ

法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
旨

の
確
認
を
取
り
消
す
こ
と
。

ホ

施
行
規
則
第
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
位
の
承
継
の
届
出
を
受
領
す
る
こ
と
。

ヘ

施
行
規
則
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
の
取
消
し

を
土
地
の
所
有
者
等
に
通
知
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
第
十
八
項
中

｢

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
長｣

を

｢

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
長
等｣

に
改
め

る
。第

二
十
三
条
の
二
第
一
号
中

｢

食
鳥
処
理
場
等｣
を

｢

と
畜
場
に
併
設
し
て
営
業
す
る
食
肉
処
理
業

並
び
に
食
鳥
処
理
場

(

認
定
小
規
模
食
鳥
処
理
業
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
中
同
じ
。)

｣

に
改
め
、

｢

食
鳥
肉

(

骨
及
び
臓
器
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
中
同
じ
。)

｣
の
下
に

｢

及
び
食
鳥
処
理
場
に
併
設

し
て
営
業
す
る
食
肉
処
理
業｣

を
加
え
、
第
二
十
三
条
の
二
第
一
号
イ
中

｢

所
属
職
員
に｣

の
下
に

｢

営
業
の
場
所
等
に
臨
検
し
、｣

を
、

｢

使
用
す
る
食
肉｣

の
下
に

｢

、
食
鳥
肉
、
添
加
物
、
器
具
若
し

く
は
容
器
包
装
、
営
業
の
施
設
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件｣

を
加
え
、

｢
若
し
く
は
食
鳥
肉｣

を

｢

、
食
鳥
肉
、
添
加
物
、
器
具
若
し
く
は
容
器
包
装｣

に
改
め
、
第
二
十
三
条
の
二
第
一
号
ロ
中
、

｢

又

は
食
鳥
肉
を
廃
棄
さ
せ
、｣

を

｢

、
食
鳥
肉
、
添
加
物
、
器
具
若
し
く
は
容
器
包
装
を
廃
棄
さ
せ
、
又

は｣

に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
衛
生
監
視
員
に
営
業
の
施
設
等
に
つ
い
て
監

視
指
導
を
行
わ
せ
る
こ
と

(

法
第
六
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
。

第
五
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
を
削
り
、
同
号
ロ
中

｢

第
八
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項｣

を

｢

第
四

十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項｣

に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
イ
と
し
、
同
号
ハ
中

｢

第
八
十
三
条｣

を

｢

第
五
十
条｣

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号)

附
則
第
六
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
法
第
七
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
等
の
売
渡
し
後
の
状
況
の
検
査
を
す
る
こ
と

。

第
五
十
一
条
第
一
号
ホ
中

｢

入
学
を
許
可
し｣

を

｢

そ
の
結
果
に
基
づ
き
合
否
を
判
定
し｣

に
改
め

、
同
号
ヘ
を
削
り
、
同
号
ト
中

｢

第
十
一
条
第
三
項｣

を

｢

第
十
一
条
第
二
項｣

に
改
め
、
同
号
ト
を

同
号
ヘ
と
し
、
同
号
チ
中

｢

第
十
二
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項｣

を

｢

第
十
二
条
第
一
項
及
び

第
二
項｣

に
改
め
、
同
号
中
チ
を
ト
と
し
、
リ
を
チ
と
し
、
ヌ
を
リ
と
し
、
ル
か
ら
ヨ
ま
で
を
削
り
、

同
号
タ
中

｢

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項｣

を

｢

第
十
五
条｣

に
改
め
、

｢

進
級
及
び｣

を
削
り
、

同
号
タ
を
同
号
ヌ
と
し
、
同
号
レ
中

｢

第
二
十
一
条｣

を

｢

第
十
六
条｣

に
改
め
、
同
号
レ
を
同
号
ル

と
し
、
同
号
ソ
中

｢

第
二
十
二
条｣

を

｢

第
十
七
条｣

に
改
め
、
同
号
ソ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ツ
中

｢

第
二
十
三
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
八
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
号
ツ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ネ
中

｢

第
二
十
五
条｣

を

｢

第
二
十
条｣

に
改
め
、
同
号
ネ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ナ
中

｢

第
二
十
六
条｣

を

｢

第
二
十
一
条｣

に
改
め
、
同
号
ナ
を
同
号
ヨ
と
し
、
同
号
ラ
中

｢

第
二
十
七
条｣

を

｢

第
二
十
二
条

｣

に
改
め
、
同
号
ラ
を
同
号
タ
と
し
、
同
号
ム
中

｢

第
二
十
八
条｣

を

｢

第
二
十
三
条｣

に
改
め
、
同

号
ム
を
同
号
レ
と
し
、
同
号
ウ
中

｢

第
二
十
九
条｣

を

｢

第
二
十
四
条｣

に
改
め
、
同
号
ウ
を
同
号
ソ

と
し
、
同
号
ソ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ツ

学
則
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
研
修
科
の
運
営
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

第
五
十
一
条
第
一
号
ヰ
及
び
ノ
を
削
り
、
同
号
オ
中

｢

第
三
十
二
条
第
四
項｣

を

｢

第
二
十
六
条｣

に
、

｢

寄
宿
舎｣

を

｢

学
生
寮｣

に
改
め
、
同
号
オ
を
同
号
ネ
と
し
、
同
号
ク
中

｢

第
三
十
三
条｣

を

｢

第
二
十
七
条｣

に
改
め
、
同
号
ク
を
同
号
ナ
と
す
る
。

第
七
十
条
第
八
項
第
五
号
イ
中

｢

特
定
建
築
物｣

を

｢

第
一
種
特
定
建
築
物｣

に
改
め
、
同
号
イ
を

同
号
ロ
と
し
、
同
号
ロ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
七
十
五
条
第
五
項
又
は
法
第
七
十
五
条
の

二
に
規
定
す
る
届
出
者
及
び
報
告
者
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
。

第
七
十
条
第
八
項
第
五
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

法
第
七
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
維
持
保
全
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

受
領
す
る
こ
と
。

ニ

法
第
七
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
に
資
す
る
維
持
保

全
を
す
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
。

ホ

法
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
二
種
特
定
建
築
物
の
設
計
及
び
施
工
に

係
る
事
項
の
届
出
を
受
領
す
る
こ
と
。

ヘ

法
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
に
関
し
必
要
な
措
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置
を
取
る
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
。

ト

法
第
七
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
維
持
保
全
の
状
況
に
つ
い
て
報

告
を
受
領
す
る
こ
と
。

チ

法
第
七
十
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
に
資
す
る
維

持
保
全
を
す
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
。

第
七
十
六
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

九
州
歴
史
資
料
館
長
委
任
事
項)

第
七
十
六
条
の
四

九
州
歴
史
資
料
館
長
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
委
任
す
る
。

一

九
州
歴
史
資
料
館
の
使
用
料
及
び
手
数
料
に
関
す
る
事
務

こ
の
号
中
九
州
歴
史
資
料
館
条
例

(
昭
和
六
十
年
福
岡
県
条
例
第
四
号)

を

｢

条
例｣

と
い
う

。イ

条
例
第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
料
の
還
付
を
行
う
こ
と
。

ロ

条
例
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
料
又
は
手
数
料
の
減
免
を
行
う
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
十
六
条
の
四
の
改
正
規

定
は
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
国
民
健
康
保
険
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
八
号

福
岡
県
国
民
健
康
保
険
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

福
岡
県
国
民
健
康
保
険
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則

(

平
成
十
八
年
福
岡
県
規
則

第
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
ハ
中

｢0.03｣

を

｢0.015｣

に
改
め
、
同
号
へ
�
中

｢

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号

に
掲
げ
る
額
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
の
一
万
分
の
四
十｣

を

｢

基
準
給
付
費
の
一
万

分
の
百｣

に
改
め
、
同
号
ヘ
�
中

｢

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
及
び
同
項
第
二
号
に
掲

げ
る
額
の
合
算
額
の
一
万
分
の
十
五｣

を

｢

基
準
給
付
費
の
一
万
分
の
四
十｣

に
改
め
、
同
号
ヘ
�
中

｢

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
の
一
万
分
の
十

｣

を

｢

基
準
給
付
費
の
一
万
分
の
二
十
五｣

に
改
め
、
同
号
へ
�
中

｢

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
額
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
の
一
万
分
の
五｣

を

｢

基
準
給
付
費
の
一
万
分
の

十｣

に
改
め
、
同
号
ト
中

｢交
付
年
度
の
前
年
度
分
の
県
平
均
被
保
険
者
一
人
当
た
り
医
療
費
×
交
付

年
度
の
前
年
度
分
の
当
該
市
町
村
の
平
均
被
保
険
者
数
｣

を

｢基
準
給
付
費
｣

に
、

｢0.2｣

を

｢0.8｣

に
改
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日
等)

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
岡
県
国
民
健
康
保
険
調
整
交
付
金
の
交
付

額
の
算
定
に
関
す
る
規
則

(

以
下

｢

新
規
則｣

と
い
う
。)

の
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
度
分
の
福

岡
県
国
民
健
康
保
険
調
整
交
付
金
か
ら
適
用
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
財
政
健
全
化
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
三
条
第
一
号
チ
の
式

に
規
定
す
る
交
付
年
度
の
前
年
度
分
の
保
険
料
収
納
割
合
は
、
当
該
割
合
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

交
付
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
一
般
被
保
険
者
の
規
模
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
値
を

加
え
た
も
の
と
す
る
。

一

一
万
人
未
満

一
万
分
の
六
十
三

二

五
万
人
未
満

一
万
分
の
五
十
八

三

十
万
人
未
満

一
万
分
の
九
十
七

四

十
万
人
以
上

一
万
分
の
五
十
九

福
岡
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る

。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
十
九
号

福
岡
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則

(

昭
和
四
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
五
号)

の
一
部
を

� � � � ����������	 
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次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中

｢

一
に｣

を

｢

い
ず
れ
か
に｣

に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
号
中

｢

イ
か
ら
ハ
ま
で｣

を

｢

イ
か
ら
ニ
ま
で｣

に
、
同
号
ロ
中

｢

及
び
同
条
第
五
項

｣

を

｢

又
は
同
条
第
五
項｣

に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号)

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

(

以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
単
に

｢

暴
力
団
員｣

と
い
う

。)

若
し
く
は
暴
力
団
員
で
な
く
な
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
又
は
同
条
第
二
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

第
十
二
条
中

｢

一
に｣

を

｢

い
ず
れ
か
に｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
三
条
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

第
十
七
条
中

｢

一
に｣

を

｢

い
ず
れ
か
に｣
に
改
め
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

第
三
条
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
告
示
第
六
百
十
九
号

全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
を
設
け
る
地
方
公
共
団
体
の
数
を
増
加
し
、
及
び
同
協
議
会
の
規
約

の
一
部
を
変
更
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
五
十
二
条
の

六
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

一

全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
を
設
け
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
に
相
模
原
市
を
加
え
る
。

二

全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
変
更

全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中

｢

岡
山
市｣

の
下
に

｢

、
相
模
原
市｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
約
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
告
示
第
六
百
二
十
号

実
習
船
の
共
同
運
航
に
係
る
事
務
を
、
地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百

五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
規
約
に
よ
り
長
崎
県
及
び
山
口
県
か
ら
受
託
す
る

の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

長
崎
県
及
び
山
口
県
と
福
岡
県
と
の
間
の
実
習
船
の
共
同
運
航
に
係
る
事
務
の
委
託
に

関
す
る
規
約

(

事
務
の
委
託)

第
一
条

長
崎
県

(

以
下

｢

甲｣

と
い
う
。)

及
び
山
口
県

(

以
下

｢

乙｣

と
い
う
。)

は
、
高
等
学

校
の
水
産
に
関
す
る
学
科
に
お
い
て
教
育
の
用
に
供
す
る
実
習
船

(

以
下

｢

実
習
船｣

と
い
う
。)

の
共
同
運
航
に
係
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務

(

以
下

｢

委
託
事
務｣

と
い
う
。)

の
管
理

及
び
執
行
を
福
岡
県

(

以
下

｢

丙｣

と
い
う
。)

に
委
託
す
る
。

一

実
習
船
の
運
航
に
関
す
る
事
務

二

実
習
船
の
維
持
管
理
に
関
す
る
事
務

三

実
習
船
に
お
け
る
漁
ろ
う
に
関
す
る
事
務

(

経
費
の
負
担)

第
二
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
要
す
る
経
費
は
、
甲
及
び
乙
の
負
担
と
す
る
。

２

前
項
の
経
費
の
額
及
び
支
払
の
時
期
は
、
丙
の
長
が
甲
の
長
及
び
乙
の
長
と
協
議
し
て
定
め
る
。

(

収
入
の
帰
属)

第
三
条

実
習
船
に
お
け
る
漁
ろ
う
に
よ
り
生
ず
る
収
入
は
、
す
べ
て
丙
の
収
入
と
す
る
。

(

予
算
の
執
行)

第
四
条

丙
の
長
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
は
、
丙
の
歳
入

歳
出
予
算
に
お
い
て
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。
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(

決
算
の
通
知)

第
五
条

丙
の
長
は
、
地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
三
十
三
条
第
六
項

の
規
定
に
よ
り
決
算
の
要
領
を
公
表
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
当
該
決
算
を
甲
の
長
及
び
乙
の
長
に

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

(

連
絡
会
議)

第
六
条

丙
の
長
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
連
絡
調
整
を
図
る
た
め
、
甲
の
長
及
び

乙
の
長
と
毎
年
定
期
に
連
絡
会
議
を
開
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
丙
の
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
又
は
甲
の
長
若
し
く
は
乙
の
長
の
申
出
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
連
絡
会
議
を
開
く
こ
と
が

で
き
る
。

(

条
例
等
の
制
定
改
廃
に
関
す
る
措
置)

第
七
条

丙
が
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
丙
の
条
例
、
規
則
そ
の
他
の
規

程

(

以
下

｢

条
例
等｣

と
い
う
。)

を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
た
と
き
は
、
丙
の
長
は
、
直
ち
に
当

該
条
例
等
を
甲
の
長
及
び
乙
の
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

甲
の
長
及
び
乙
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
当
該
条
例
等
を

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

(

そ
の
他)

第
八
条

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

甲
の
長
、
乙
の
長
及
び
丙
の
長
が
協
議
し
て
定
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
規
約
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

条
例
等
の
公
表)

２

甲
の
長
及
び
乙
の
長
は
、
こ
の
規
約
を
告
示
す
る
と
き
は
、
併
せ
て
、
委
託
事
務
に
関
す
る
丙
の

条
例
等
が
甲
及
び
乙
に
適
用
さ
れ
る
旨
及
び
当
該
条
例
等
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

(

委
託
事
務
を
廃
止
し
た
場
合
に
お
け
る
決
算)

３

委
託
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行

に
係
る
収
支
は
、
当
該
廃
止
の
日
を
も
っ
て
こ
れ
を
打
ち
切
り
、
丙
の
長
が
こ
れ
を
決
算
す
る
。

福
岡
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号

福
岡
県
組
合
施
行
土
地
区
画
整
理
事
業
費
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
組
合
施
行
土
地
区
画
整
理
事
業
費
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

福
岡
県
組
合
施
行
土
地
区
画
整
理
事
業
費
補
助
金
交
付
規
程

(

昭
和
四
十
六
年
三
月
福
岡
県
告
示
第

三
百
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中

｢

一
に｣

を

｢

い
ず
れ
か
に｣

に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
理
事
と
な
っ
て
い
る
組
合

ア

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号)

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

(

イ
に
お
い
て
単
に

｢

暴
力
団
員｣

と
い
う
。)

イ

同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
告
示
第
六
百
二
十
二
号

福
岡
県
組
合
等
土
地
区
画
整
理
資
金
貸
付
金
貸
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
組
合
等
土
地
区
画
整
理
資
金
貸
付
金
貸
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

福
岡
県
組
合
等
土
地
区
画
整
理
資
金
貸
付
金
貸
付
規
程

(

平
成
六
年
三
月
福
岡
県
告
示
第
四
百
十
五

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

前
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
施
行
者
又
は
組
合
の
理
事
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、
貸
付
け
の
対
象
と
し
な
い
。

一

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号)

第

二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

(

次
号
に
お
い
て
単
に

｢

暴
力
団
員｣

と
い
う
。)

二

同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

第
十
二
条
中

｢

一
に｣
を

｢

い
ず
れ
か
に｣

に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
告
示
第
六
百
二
十
三
号

福
岡
県
の
財
務
担
当
所
及
び
取
引
店
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
の
財
務
担
当
所
及
び
取
引
店
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

福
岡
県
の
財
務
担
当
所
及
び
取
引
店
の
指
定
に
関
す
る
告
示

(

昭
和
三
十
九
年
四
月
福
岡
県
告
示

第
二
百
二
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
中

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を
｣

｢
に
、

｣

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣
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附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
訓
令
第
四
号

本

庁

出
先
機
関

福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
岡
県
臨
時
職
員
規
程

(

昭
和
三
十
五
年
七
月
福
岡
県
訓
令
第
三
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表

(

第
十
一
条
関
係)
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休
暇
の

種

類

事

由

期

間

有 給 休 暇

年次休暇

職
員
の
心
身
の
疲
労
回
復
等

(

事
由
を
限
定
し
な
い
。)

任
用
期
間
三
十
日
に
つ
き
一

日

(

任
用
期
間
が
六
月
を
超

え
十
月
未
満
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
十
日)

特 別 休 暇

職
員
が
選
挙
権
そ
の
他
公
民
と
し
て
の
権
利
を
行
使
す
る
場

合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
が
裁
判
員
、
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
人
等
と
し
て
国
会

、
裁
判
所
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
そ
の
他
官
公
署
へ
出
頭

す
る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
が
、
地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
又
は
交
通
機

関
の
事
故
等
に
よ
り
出
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
時
に
お
い
て
、
職
員
が

退
勤
途
上
に
お
け
る
身
体
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
勤
務
し

な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
の
親
族

(

附
表
の
親
族
欄
に
掲
げ
る
親
族
に
限
る
。)

が
死
亡
し
た
場
合
で
、
職
員
が
葬
儀
、
服
喪
そ
の
他
の
親
族

の
死
亡
に
伴
い
必
要
と
認
め
ら
れ
る
行
事
等
の
た
め
勤
務
し

な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

親
族
に
応
じ
こ
の
表
の
附
表

に
定
め
る
日
数
欄
に
掲
げ
る

連
続
す
る
日
数(

葬
儀
の
た

め
遠
隔
の
地
に
赴
く
場
合
に

あ
っ
て
は
、
往
復
に
要
す
る

日
数
を
加
え
た
日
数)
の
範

囲
内
の
期
間

休 暇

職
員
が
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
が
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
に
お
い
て
任
用
期
間

が
百
五
十
日
超
の
場
合
に
あ

っ
て
は
十
日
、
任
用
期
間
が

百
五
十
日
ま
で
の
場
合
に
あ

っ
て
は
八
日
、
任
用
期
間
が

百
二
十
日
ま
で
の
場
合
に
あ

っ
て
は
七
日
、
任
用
期
間
が

病 気

九
十
日
ま
で
の
場
合
に
あ
っ

て
は
五
日
、
任
用
期
間
が
六

十
日
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て

は
三
日
、
任
用
期
間
が
三
十

日
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は

一
日
の
範
囲
内
の
期
間

特 別 休 暇

職
員
が
骨
髄
移
植
の
た
め
の
骨
髄
液
の
提
供
希
望
者
と
し
て

そ
の
登
録
を
実
施
す
る
者
に
対
し
て
登
録
の
申
出
を
行
い
、

又
は
骨
髄
移
植
の
た
め
配
偶
者
、
父
母
、
子
及
び
兄
弟
姉
妹

以
外
の
者
に
骨
髄
液
を
提
供
す
る
場
合
で
、
当
該
申
出
又
は

提
供
に
伴
い
必
要
な
検
査
、
入
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

六
週
間

(

多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間)

以

内
に
出
産
す
る
予
定
で
あ
る
女
性
職
員
が
申
し
出
た
場
合

出
産
の
日
ま
で
の
申
し
出
た

期
間

(

妊
娠
満
十
二
週
以
上

と
な
る
期
間
に
限
る
。)

女
性
職
員
が
出
産
し
た
場
合

出
産
の
日
の
翌
日
か
ら
八
週

間
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間

(

産
後
六
週
間
を
経
過
し
た

女
性
職
員
が
就
業
を
申
し
出

た
場
合
に
お
い
て
医
師
が
支

障
が
な
い
と
認
め
た
業
務
に

就
く
期
間
を
除
く
。)

生
後
一
年
に
達
し
な
い
生
児
を
育
て
る
女
性
職
員
が
、
そ
の

生
児
の
保
育
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
授
乳
等
を
行
う

場
合

一
日
二
回
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分

以
内
の
期
間

女
性
職
員
が
生
理
日
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
が
、
そ
の
養
育
す
る
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま

で
の
子

(

当
該
職
員
の
配
偶
者
の
子
を
含
む
。)

の
負
傷
又

は
疾
病
に
係
る
看
護
を
行
う
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

一
の
年
に
お
い
て
五
日
の
範

囲
内
の
期
間

無 給 休 暇

介護休暇

職
員
が
配
偶
者

(

届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。)

、
父
母
、
子
又
は
配
偶
者

の
父
母
で
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障

害
に
よ
り
二
週
間
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
る
も
の

(

以
下

｢

要
介
護
家
族｣

と
い
う
。

)

の
介
護
を
す
る
た
め
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る

要
介
護
家
族
の
各
々
が
介
護

を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す

る
状
態
ご
と
に
、
連
続
す
る

三
月
の
期
間
内
に
お
い
て
必

要
と
認
め
ら
れ
る
期
間



備
考

年
次
休
暇
期
間
及
び
病
気
休
暇
期
間
の
算
定
に
お
い
て
、
十
日
未
満
の
間
に
再
雇
用
さ
れ
た
者

の
任
用
期
間
は
、
両
期
間
を
通
算
す
る

(

日
を
月
に
換
算
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
三
十
日
を
も
っ

て
一
月
と
す
る
。)

。

附
表

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
訓
令
第
五
号

本

庁

出
先
機
関

福
岡
県
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
岡
県
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程

(

昭
和
三
十
一
年
二
月
福
岡
県
訓
令
第
十
二
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
空
港
調
査
事
務
関
係
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

� � � � ����������	 
�	 ��
��� ��� ��

と
認
め
ら
れ
る
と
き

親

族

日

数

配
偶
者

七
日

父
母

七
日

子

五
日

祖
父
母

三
日

(

職
員
が
代
襲
相
続
し
、
か
つ
、
祭
具
等
の
承
継
を
受
け
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
七
日)

孫

一
日

兄
弟
姉
妹

三
日

お
じ
又
は
お
ば

一
日

(

職
員
が
代
襲
相
続
し
、
か
つ
、
祭
具
等
の
承
継
を
受
け
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
七
日)

父
母
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
の
父

母

三
日

(

職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
日)

子
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
の
子

一
日

(

職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
日)

祖
父
母
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
の

祖
父
母

兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者

の
兄
弟
姉
妹

一
日

(

職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
日)

お
じ
又
は
お
ば
の
配
偶
者
及
び
配

偶
者
の
お
じ
又
は
お
ば

一
日

福
岡
市

福
岡
市

筑
紫
野
市

春
日
市

大
野
城
市

宗
像
市

太
宰
府
市

古
賀
市

福
津
市

糸
島
市

筑
紫
郡

糟
屋
郡

東
福
岡
県
税
事
務

所

県
税
事
務
関
係

一

証
紙
に
よ
り
徴

収
す
る
自
動
車
取

得
税
及
び
自
動
車

税
の
賦
課
、
犯
則

取
締
り
及
び
徴
収

に
関
す
る
こ
と
。

二

自
動
車
税
に
係

る
納
税
証
明
書

(

道
路
運
送
車
両
法

(

昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
八
十
五

号)

第
九
十
七
条

の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
書
面
に
限

る
。)

の
交
付
及

び
自
動
車
税
の
収

納
に
関
す
る
こ
と

。

北
九
州
市

北
九
州
市

行
橋
市

豊
前
市

中
間
市

遠
賀
郡

京
都
郡

築
上
郡

北
九
州
東
県
税
事

務
所

飯
塚
市

直
方
市

飯
塚
市

田
川
市

宮
若
市

嘉
麻
市

鞍
手
郡

嘉
穂
郡

田
川
郡

飯
塚
・
直
方
県
税

事
務
所



別
表
公
害
対
策
事
務
関
係
の
項
担
当
事
務
の
欄
第
六
号
を
削
り
、
同
欄
第
七
号
イ
中

｢

法
第
三
条
第

一
項｣

の
下
に

｢

、
第
四
条
第
二
項
及
び
第
五
条
第
一
項｣

を
加
え
、

｢

法
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で｣

を

｢

法
第
三
条
第
四
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で｣

に
、

｢

施
行
規
則
第
一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
一
項｣

を

｢

施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
及
び
第
十
六
条

第
一
項｣

に
改
め
、

｢

、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
報
告｣

を
削
り
、

｢
同
条
第
四
項
及
び
第
七
項｣

を

｢

同
条
第
四
項｣

に
改
め
、
同
号
ロ
中

｢

法
第
二
十
九
条
第
一
項｣

を

｢
法
第
十
四
条
第
四
項
並
び

に
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項｣

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
六
号
と
し
、
同
欄
中
第
八

号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
訓
令
第
六
号

本

庁

出

先

機

関

福

岡

県

警

察

本

部

福

岡

県

教

育

庁

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局

福
岡
県
労
働
委
員
会
事
務
局

福
岡
県
議
会
事
務
局

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程

(

昭
和
四
十
年
三
月
福
岡
県
訓
令
第
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
の
表
監
査
委
員
事
務
局
の
項
中

｢

を

｣

｢

に
改
め
る
。

｣

第
二
十
一
条
第
三
号
中
リ
を
ヌ
と
し
、
ニ
か
ら
チ
ま
で
を
ホ
か
ら
リ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ニ

所
属
職
員
に
つ
い
て
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定

(

勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二
に
規

定
す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
行
う
こ
と
。

第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
二
十
二
条
の
三
に
規
定
す
る
事
務
を
除
く

(

以
下
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。)

。

第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

分
場
等
の
長
及
び
所
属
職
員
に
つ
い
て
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

第
二
十
一
条
の
三
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

出
張
所
の
長
及
び
所
属
職
員
に
つ
い
て
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ニ
中

｢

、
休
日
の
代
休
日
の
指
定｣

を

｢

、
時
間
外
勤
務
代
休
時

間
及
び
休
日
の
代
休
日
の
指
定｣

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

県
土
整
備
事
務
所
の
支
所
の
各
課
長
に
つ
い
て
の
第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

� � � � ����������	 
�	 ��
��� �����

久
留
米
市

大
牟
田
市

久
留
米
市

柳
川
市

八
女
市

筑
後
市

大
川
市

小
郡
市

う
き
は
市

朝
倉
市

み
や
ま
市

朝
倉
郡

三
井
郡

三
潴
郡

八
女
郡

久
留
米
県
税
事
務

所
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、
同
号
ロ
中

｢

所
長｣

と
あ
る
の
は

｢

支
所
長｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
一
第
十
二
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第

二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

11

所
属
職
員
に
つ
い
て
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
訓
令
第
七
号

本

庁

出
先
機
関

福
岡
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
岡
県
文
書
管
理
規
程

(

平
成
十
六
年
一
月
福
岡
県
訓
令
第
一
号)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
八
条
第
一
項
第
一
号
中

｢

条
例
番
号
簿
、
規
則
番
号
簿
、
告
示
番
号
簿
及
び
訓
令
番
号
簿｣

を

｢

公
報
番
号
簿｣

に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

歴
史
的
文
書
の
事
前
評
価
及
び
一
件
管
理)

第
四
十
六
条
の
二

主
務
課
長
は
、
完
結
文
書
に
つ
い
て
、
文
書
作
成
年
度
の
翌
年
度
の
で
き
る
限
り

早
い
時
期
ま
で
に
、
歴
史
的
、
文
化
的
又
は
学
術
的
価
値
が
生
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
文
書

(

以
下

｢

歴
史
的
文
書｣

と
い
う
。)

を
選
別
し
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
文
書
を
と
じ
込
ん
だ
フ

ァ
イ
ル
ご
と
に
歴
史
的
文
書
に
該
当
す
る
旨
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
し
た
文
書
の
う
ち
、
同
一
案
件
に
つ
い
て
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
別
に

定
め
る
方
法
に
よ
り
、
案
件
ご
と
に
一
体
的
に
整
理
し
、
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
二
条
第
二
項
中

｢

前
項｣

を

｢

第
一
項｣

に
改
め
、
同
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

所
属
長
は
、
長
期
保
存
文
書
に
つ
い
て
保
存
期
間
が
二
十
年
を
経
過
す
る
時
点
及
び
そ
の
後
十
年

を
経
過
す
る
時
点
そ
の
他
所
属
長
が
必
要
と
す
る
時
点
で
、
そ
の
都
度
文
書
保
存
の
必
要
性
を
検
討

し
、
保
存
期
間
を
見
直
す
も
の
と
す
る
。

第
六
十
五
条
中

｢

延
長
す
る
も
の｣

の
下
に

｢

及
び
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
歴
史
的
文
書
と
し

て
別
に
保
存
す
る
も
の｣

を
加
え
る
。

第
六
十
六
条
第
一
項
中

｢

延
長
す
る
も
の｣

の
下
に

｢

及
び
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
歴
史
的
文

書
と
し
て
別
に
保
存
す
る
も
の｣

を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
中

｢

廃
棄
す
る
こ
と
と
し
た｣

を

｢

保
存
期
間
が
経
過
し
た｣

に
、

｢

歴
史
的

、
文
化
的
、
学
術
的
価
値
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
文
書

(

以
下

｢

歴
史
的
文
書｣

と
い
う
。)

｣

を

｢

歴
史
的
文
書｣

に
改
め
る
。

様
式
第
９
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

別
添
参
照)

別
図
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

別
添
参
照)

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
書
式
に
よ
る
様
式
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

� � � � ����������	 
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��� ��� ��



� � � � ����������	 
�	 ��
��� �����

様
式
第
９
号
フ
ァ
イ
ル
(第
46条
)

フ
ァ
イ
ル

背
表
紙

表
紙

年
度

分
類
記
号

年
度

フ
ァ
イ
ル
名

分
冊

フ
ァ
イ
ル
名

□
歴
史
（
一
件
名
：

）

所
属

名

所
属
コ
ー
ド

保
管
庫
番
号

□
歴
史

□
一
件

保
存
庫
番
号

保
存
期
間

廃
棄
年
月
日

福
岡

県
年

３
月
３
１
日



� � � � ����������	 
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別
図
文
書
保
存
箱
(第
56条
)

(

  
 

 
 

 /

 
   

□
歴
史
（
 
 
 
 
 
 
）



福
岡
県
議
会
告
示
第
一
号

福
岡
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
議
会
議
長

今

林

久

福
岡
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

福
岡
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程

(

平
成
七
年
福
岡
県
議
会
告
示
第
一
号)

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
立
学
校
事
務
職
員
等
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
教
育
委
員
会

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

福
岡
県
立
学
校
事
務
職
員
等
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
立
学
校
事
務
職
員
等
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
四
十
一
年
福
岡
県
教
育
委
員
会

規
則
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
の
表
中

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢

に

｣
改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
立
図
書
館
の
利
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

� � � � ����������	 
�	 ��
��� �����

議

会

｢

別
記
様
式
第
三
中

を

｣
株
式
等
の
事
業
・
譲
渡
・
雑
所
得

｢

に
改
め
る
。

｣
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得

株
式
等
の
事
業
・
譲
渡
・
雑
所
得

教
育
委
員
会

機
関
長

上
司
の
命
を
受
け
、
船
舶
の
機
関
に
関
す
る
業
務
を
処
理
す
る
。

通
信
長

上
司
の
命
を
受
け
、
船
舶
通
信
に
関
す
る
業
務
を
処
理
す
る
。

機
関
長

上
司
の
命
を
受
け
、
船
舶
の
機
関
に
関
す
る
業
務
を
処
理
す
る
。

参
事
補
佐

上
司
の
命
を
受
け
、
船
舶
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
も
の
を
処
理

す
る
と
と
も
に
、
船
長
又
は
機
関
長
が
乗
船
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
職
務
を

代
理
す
る
。

通
信
長

上
司
の
命
を
受
け
、
通
信
長
の
業
務
を
処
理
す
る
。

一
等
機
関
士

上
司
の
命
を
受
け
、
一
等
機
関
士
の
業
務
を
処
理
す
る
。

主
任
技
師

上
司
の
命
を
受
け
、
二
等
航
海
士
又
は
二
等
機
関
士
の
複
雑
な
業
務
を
処
理

す
る
。

技
師

上
司
の
命
を
受
け
、
二
等
航
海
士
又
は
二
等
機
関
士
の
業
務
を
処
理
す
る
。

一
等
機
関
士

上
司
の
命
を
受
け
、
一
等
機
関
士
の
業
務
を
処
理
す
る
。

企
画
主
査

上
司
の
命
を
受
け
、
船
舶
に
関
す
る
業
務
に
関
し
、
船
長
、
機
関
長
又
は
参

事
補
佐
を
補
佐
し
、
通
信
長
、
一
等
航
海
士
又
は
一
等
機
関
士
が
乗
船
し
な

い
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

技
術
主
査

上
司
の
命
を
受
け
、
通
信
長
、
一
等
航
海
士
又
は
一
等
機
関
士
を
補
佐
し
、

船
舶
通
信
の
専
門
的
事
項
に
関
す
る
業
務
又
は
二
等
航
海
士
若
し
く
は
二
等

機
関
士
の
専
門
的
事
項
に
関
す
る
業
務
を
処
理
す
る
。

主
任
技
師

上
司
の
命
を
受
け
、
船
舶
通
信
に
関
す
る
複
雑
な
業
務
又
は
二
等
航
海
士
若

し
く
は
二
等
機
関
士
の
複
雑
な
業
務
を
処
理
す
る
。

技
師

上
司
の
命
を
受
け
、
船
舶
通
信
に
関
す
る
業
務
又
は
二
等
航
海
士
若
し
く
は

二
等
機
関
士
の
業
務
を
処
理
す
る
。



る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
教
育
委
員
会

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

福
岡
県
立
図
書
館
の
利
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
立
図
書
館
の
利
用
等
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
五
十
八
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中

｢

図
書
に
つ
い
て
は
五
冊
以
内
と
し
、
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
は
館
長
が
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る｣

を

｢

十
点
以
内
と
す
る｣

に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
号
中

｢

、
視
聴
覚
資
料｣
を
削
る
。

第
十
六
条
の
見
出
し
中

｢

冊
数｣

を

｢

点
数｣
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

｢

図
書
に
つ
い
て
は
五
冊

以
内
と
し
、
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
は
館
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る｣

を

｢

十
点
以
内
と
す

る｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

図
書
の
冊
数｣

を

｢
資
料
の
点
数｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
教
育
財
産
管
理
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
教
育
委
員
会

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号

福
岡
県
教
育
財
産
管
理
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
教
育
財
産
管
理
事
務
取
扱
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中

｢

福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号｣

の
下
に

｢

。
以
下

｢

財
務
規
則｣

と
い
う
。｣

を

加
え
る
。

第
九
条
中

｢

福
岡
県
財
務
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号)

｣

を

｢

財
務
規
則｣

に
改
め
る
。

第
十
三
条
中

｢

財
産
引
継
書

(

様
式
第
四
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
五
十
七
号
に
準
じ
て
作

成
し
た
財
産
引
継
書｣

に
、

｢

財
産
受
領
書

(

様
式
第
五
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
五
十
七
号

に
準
じ
て
作
成
し
た
財
産
受
領
書｣

に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中

｢

法
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
四
項｣

を

｢

法
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
七
項

｣

に
、

｢

財
産
使
用
許
可
申
請
書

(

様
式
第
六
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
五
十
九
号
に
準
じ
て

作
成
し
た
財
産
使
用
許
可
申
請
書｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

財
産
使
用
許
可
台
帳

(

様
式
第
六
号

の
二｣

を

｢

財
産
使
用
許
可
台
帳

(

財
務
規
則
様
式
第
百
五
十
九
号
の
二｣

に
改
め
る
。

第
十
六
条
中

｢

財
産
使
用
許
可
更
新
申
請
書

(

様
式
第
八
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
六
十
号

に
準
じ
て
作
成
し
た
財
産
使
用
許
可
更
新
申
請
書｣

に
改
め
る
。

第
十
七
条
中

｢

財
産
使
用
目
的
変
更
許
可
申
請
書

(

様
式
第
九
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
六

十
一
号
に
準
じ
て
作
成
し
た
財
産
使
用
目
的
変
更
許
可
申
請
書｣

に
、

｢

財
産
原
状
変
更
許
可
申
請
書

(

様
式
第
十
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
六
十
二
号
に
準
じ
て
作
成
し
た
財
産
原
状
変
更
許
可
申

請
書｣

に
改
め
る
。

第
十
八
条
中

｢

財
産
使
用
許
可
書

(

様
式
第
十
一
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
六
十
三
号
そ
の

一
、
そ
の
二
に
準
じ
て
作
成
し
た
財
産
使
用
許
可
書｣

に
、

｢

財
産
使
用
目
的
変
更
許
可
書

(

様
式
第

十
二
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
六
十
四
号
に
準
じ
て
作
成
し
た
財
産
使
用
目
的
変
更
許
可
書｣

に
、

｢

財
産
原
状
変
更
許
可
書

(

様
式
第
十
三
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
六
十
五
号
に
準
じ
て

作
成
し
た
財
産
原
状
変
更
許
可
書｣

に
、

｢

財
産
使
用
許
可
更
新
許
可
書

(

様
式
第
十
四
号)

｣

を

｢

財
務
規
則
様
式
第
百
六
十
六
号
に
準
じ
て
作
成
し
た
財
産
使
用
許
可
更
新
許
可
書｣

に
改
め
る
。

第
十
九
条
中

｢

法
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
六
項｣

を

｢

法
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
九
項｣

に
改

め
る
。

第
二
十
条
中

｢
(

昭
和
四
十
二
年
八
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号)

別
表
三
の
一｣

を

｢
(

平
成
六
年
四
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号)

別
表
十
四｣

に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号

削
除

様
式
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
五
号

削
除

様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号

削
除

様
式
第
六
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
の
二

削
除

� � � � ����������	 
�	 ��
��� ��� ��



様
式
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
八
号

削
除

様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
九
号

削
除

様
式
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
十
号

削
除

様
式
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
号

削
除

様
式
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
十
二
号

削
除

様
式
第
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
号

削
除

様
式
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
号

削
除

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

へ
き
地
等
学
校
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
教
育
委
員
会

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号

へ
き
地
等
学
校
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

へ
き
地
等
学
校
の
指
定
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
四
十
六
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一

(

第
二
条
関
係)

別
表
第
二

(

第
三
条
関
係)

� � � � ����������	 
�	 ��
��� �����

所

在

地

学

校

名

級
地

区
分

福
岡
市
東
区
大
字
勝
馬

〃

西
区
能
古

〃

西
区
大
字
玄
界
島

〃

西
区
大
字
小
呂
島

〃

西
区
能
古

〃

西
区
大
字
玄
界
島

〃

西
区
大
字
小
呂
島

北
九
州
市
小
倉
北
区
大
字
藍
島

宗
像
市
地
島

〃

大
島

〃

大
島

〃

大
島

糸
島
市
白
糸

〃

王
丸

糟
屋
郡
篠
栗
町
大
字
萩
尾

〃

新
宮
町
大
字
相
島

〃

新
宮
町
大
字
相
島

糸
島
市
志
摩
姫
島

〃

志
摩
姫
島

宮
若
市
三
ヶ
畑

朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
小
石
原

〃

東
峰
村
大
字
宝
珠
山

〃

東
峰
村
大
字
宝
珠
山

八
女
市
矢
部
村
北
矢
部

〃

星
野
村
一
二
〇
五
九

〃

矢
部
村
北
矢
部

〃

星
野
村
九
五
〇
〇

嘉
麻
市
桑
野

田
川
郡
添
田
町
大
字
津
野

京
都
郡
み
や
こ
町
犀
川
下
伊
良
原

〃

み
や
こ
町
犀
川
上
伊
良
原

勝
馬
小
学
校

能
古
小
学
校

玄
界
小
学
校

小
呂
小
学
校

能
古
中
学
校

玄
界
中
学
校

小
呂
中
学
校

藍
島
小
学
校

地
島
小
学
校

大
島
小
学
校

大
島
中
学
校

宗
像
市
学
校
給
食
大
島
調
理
場

長
糸
小
学
校
白
糸
分
校

怡
土
小
学
校
王
丸
分
校

篠
栗
小
学
校
萩
尾
分
校

相
島
小
学
校

新
宮
中
学
校
相
島
分
校

姫
島
小
学
校

志
摩
中
学
校
姫
島
分
校

若
宮
南
小
学
校

小
石
原
小
学
校

宝
珠
山
小
学
校

東
峰
中
学
校

矢
部
小
学
校

星
野
小
学
校

矢
部
中
学
校

星
野
中
学
校

宮
野
小
学
校
桑
野
分
校

津
野
小
学
校

伊
良
原
小
学
校

伊
良
原
中
学
校

一一一五一一五三二一一一一一一二二三三一一一一一一一一一一一一

所

在

地

学

校

名

嘉
麻
市
泉
河
内

田
川
郡
赤
村
大
字
赤

〃

添
田
町
大
字
落
合

築
上
郡
築
上
町
大
字
小
原

泉
河
内
小
学
校

赤
小
学
校
上
赤
分
校

落
合
小
学
校

小
原
小
学
校



別
表
第
三

(

第
四
条
関
係)

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

福
岡
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号

本

庁

出
先
機
関

福
岡
県
教
育
委
員
会
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
教
育
委
員
会

福
岡
県
教
育
委
員
会
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
岡
県
教
育
委
員
会
臨
時
職
員
規
程

(

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表

(

第
九
条
関
係)

� � � � ����������	 
�	 ��
��� ��� ��

所

在

地

学

校

名

福
岡
市
早
良
区
大
字
曲
渕

曲
渕
小
学
校

休
暇
の

種

類

事

由

期

間

休 暇

年次休暇

(

職
員
の
心
身
の
疲
労
回
復
等
事
由
を
限
定
し
な
い
。)

任
用
期
間
三
十
日
に
つ
き
一

日

(

任
用
期
間
が
六
月
を
超

え
十
月
未
満
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
十
日)

職
員
が
選
挙
権
そ
の
他
公
民
と
し
て
の
権
利
を
行
使
す
る
場

合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
が
裁
判
員
、
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
人
等
と
し
て
国
会

、
裁
判
所
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
そ
の
他
官
公
署
へ
出
頭

す
る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
が
地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
又
は
交
通
機
関

の
事
故
等
に
よ
り
出
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

有 給

特 別 休 暇

地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
時
に
お
い
て
、
職
員
が

退
勤
途
上
に
お
け
る
身
体
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
勤
務
し

な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
の
親
族

(

附
表
の
親
族
欄
に
掲
げ
る
親
族
に
限
る
。)

が
死
亡
し
た
場
合
で
、
職
員
が
葬
儀
、
服
喪
そ
の
他
の
親
族

の
死
亡
に
伴
い
必
要
と
認
め
ら
れ
る
行
事
等
の
た
め
勤
務
し

な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

親
族
に
応
じ
こ
の
表
の
附
表

に
定
め
る
日
数
欄
に
掲
げ
る

連
続
す
る
日
数

(

葬
儀
の
た

め
遠
隔
の
地
に
赴
く
場
合
に

あ
っ
て
は
、
往
復
に
要
す
る

日
数
を
加
え
た
日
数)

の
範

囲
内
の
期
間

病 気 休 暇

職
員
が
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
が
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
に
お
い
て
任
用
期
間

が
百
五
十
日
超
の
場
合
に
あ

っ
て
は
十
日
、
任
用
期
間
が

百
五
十
日
ま
で
の
場
合
に
あ

っ
て
は
八
日
、
任
用
期
間
が

百
二
十
日
ま
で
の
場
合
に
あ

っ
て
は
七
日
、
任
用
期
間
が

九
十
日
ま
で
の
場
合
に
あ
っ

て
は
五
日
、
任
用
期
間
が
六

十
日
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て

は
三
日
、
任
用
期
間
が
三
十

日
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は

一
日
の
範
囲
内
の
期
間

職
員
が
骨
髄
移
植
の
た
め
の
骨
髄
液
の
提
供
希
望
者
と
し
て

そ
の
登
録
を
実
施
す
る
者
に
対
し
て
登
録
の
申
出
を
行
い
、

又
は
骨
髄
移
植
の
た
め
配
偶
者
、
父
母
、
子
及
び
兄
弟
姉
妹

以
外
の
者
に
骨
髄
液
を
提
供
す
る
場
合
で
、
当
該
申
出
又
は

提
供
に
伴
い
必
要
な
検
査
、
入
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間



備
考

年
次
休
暇
期
間
及
び
病
気
休
暇
期
間
の
算
定
に
お
い
て
、
十
日
未
満
の
間
に
再
雇
用
さ
れ
た
者

の
任
用
期
間
は
、
両
期
間
を
通
算
す
る

(

日
を
月
に
換
算
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
三
十
日
を
も
っ

て
一
月
と
す
る
。)

。

附
表

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号

本

庁

出
先
機
関

福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長

森

山

良

一

福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程

(

平
成
十
年
三
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
号
中
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

公
立
高
等
学
校
授
業
料
不
徴
収
交
付
金
に
関
す
る
こ
と
。

� � � � ����������	 
�	 ��
��� �����

六
週
間

(

多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間)

以

内
に
出
産
す
る
予
定
で
あ
る
女
性
職
員
が
申
し
出
た
場
合

出
産
の
日
ま
で
の
申
し
出
た

期
間

(

妊
娠
満
十
二
週
以
上

と
な
る
期
間
に
限
る
。)

特 別 休 暇

無 給 休 暇

女
性
職
員
が
出
産
し
た
場
合

出
産
の
日
の
翌
日
か
ら
八
週

間
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間

(

産
後
六
週
間
を
経
過
し
た

女
性
職
員
が
就
業
を
申
し
出

た
場
合
に
お
い
て
医
師
が
支

障
が
な
い
と
認
め
た
業
務
に

就
く
期
間
を
除
く
。)

生
後
一
年
に
達
し
な
い
生
児
を
育
て
る
女
性
職
員
が
、
そ
の

生
児
の
保
育
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
授
乳
等
を
行
う

場
合

一
日
二
回
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分

以
内
の
期
間

(

通
算
可)

女
性
職
員
が
生
理
日
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

職
員
が
、
そ
の
養
育
す
る
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま

で
の
子

(

当
該
職
員
の
配
偶
者
の
子
を
含
む
。)
の
負
傷
又

は
疾
病
に
係
る
看
護
を
行
う
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

一
の
年
に
お
い
て
五
日
の
範

囲
内
の
期
間

介護休暇

職
員
が
配
偶
者

(

届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。)

、
父
母
、
子
又
は
配
偶
者

の
父
母
で
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障

害
に
よ
り
二
週
間
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
る
も
の

(

以
下

｢

要
介
護
家
族｣

と
い
う
。

)

の
介
護
を
す
る
た
め
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き

要
介
護
家
族
の
各
々
が
介
護

を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す

る
状
態
ご
と
に
、
連
続
す
る

三
月
の
期
間
内
に
お
い
て
必

要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

親

族

日

数

配
偶
者

父
母

七
日

子

五
日

祖
父
母

三
日

(

職
員
が
代
襲
相
続
し
、
か
つ
、
祭
具
等
の
承
継
を
受
け
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
七
日)

孫

一
日

兄
弟
姉
妹

三
日

お
じ
又
は
お
ば

一
日

(

職
員
が
代
襲
相
続
し
、
か
つ
、
祭
具
等
の
承
継
を
受
け
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
七
日)

父
母
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
の
父

母

三
日

(

職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
日)

子
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
の
子

一
日

(

職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
日)

祖
父
母
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
の

祖
父
母

兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者

の
兄
弟
姉
妹

一
日

(

職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
日)

お
じ
又
は
お
ば
の
配
偶
者
及
び
配

偶
者
の
お
じ
又
は
お
ば

一
日



第
十
三
条
第
二
号
ヘ
中

｢

公
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
並
び
に
県
立
特
別
支
援
学
校｣

を

｢

義
務
教

育
諸
学
校
及
び
県
立
特
別
支
援
学
校
高
等
部｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号

本

庁

出
先
機
関

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長

森

山

良

一

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正)

第
一
条

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
(
昭
和
四
十
二
年
八
月
福
岡
県
教

育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
第
二
十
六
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

条
例
第
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
こ
と
。

第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

美
術
館
長
及
び
九
州
歴
史
資
料
館
長
に
対
し
、
当
該
機
関
の
所
掌
に
係
る
前
項
第
一
号
、
第
三

号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
十
五
号
、
第
十
六
号
及
び
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る

事
務
を
委
任
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
三
号
、
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
中

｢

職
員

｣

と
あ
る
の
は

｢

美
術
館
長｣

又
は

｢

九
州
歴
史
資
料
館
長｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

美
術
館
副
館
長
及
び
九
州
歴
史
資
料
館
副
館
長
に
対
し
、
当
該
機
関
の
所
掌
に
係
る
第
一
項
第

二
号
、
第
三
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
及
び
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
務
を
委
任
す
る
。

こ
の
場
合

に
お
い
て
、｢

職
員｣

と
あ
る
の
は

｢

副
館
長
及
び
所
属
職
員｣

と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
八
条
第
二
号
ホ
中

｢

学
校
保
健
法｣

を

｢

学
校
保
健
安
全
法｣

に
、

｢

第
八
条
第
一
項
及
び
第

三
項｣

を

｢

第
十
五
条｣

に
改
め
、
同
号
ヘ
中

｢

第
九
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
六
条｣

に
改
め
、
同

号
ト
及
び
チ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ト

法
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
診
断
等
に
関
し
、
保
健
所
と
連
絡
す
る
こ
と
。

チ

法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
予
防
上
必
要
が
あ
る
と
き
、
臨
時
に
学
校
の
全

部
又
は
一
部
の
休
業
を
行
う
こ
と
。

第
八
条
第
二
号
リ
中

｢

学
校
保
健
法
施
行
規
則

(

昭
和
三
十
三
年
文
部
省
令
第
十
八
号)

第
十
二

条｣

を

｢

学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則

(

昭
和
三
十
三
年
文
部
省
令
第
十
八
号)

第
十
五
条｣

に
改

め
、
同
条
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
上
げ
る
。

(

福
岡
県
立
学
校
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正)

第
二
条

福
岡
県
立
学
校
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
に
関
す
る
規
程

(

昭
和
六
十
一
年
一
月
福

岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
第
三
項
第
六
号
中

｢

割
振
り
変
更｣

の
下
に

｢

、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定｣

を

加
え
る
。

(

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
改
正)

第
三
条

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程

(

平
成
六
年
四
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第

二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
第
四
項
第
十
五
号
中

｢

割
振
り
変
更｣

の
下
に

｢

、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定｣

を

加
え
、
同
項
第
十
六
号
中

｢

割
振
り
変
更｣

の
下
に

｢

、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定｣

を
加
え

る
。別

表
十
一
第
九
項
第
二
号
中

｢

第
十
条｣

の
下
に

｢

及
び
第
十
一
条｣

を
加
え
、
同
項
第
五
号
中

｢

教
科
用
図
書
採
択
地｣

を

｢

教
科
用
図
書
採
択
地
区｣

に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中

｢

部
長｣

を

｢

課
長｣

に
改
め
る
。

別
表
十
三
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

｢

学
校
保
健
法｣

を

｢

学
校
保
健
安
全
法｣

に
、

｢
学
校
保
健
法
施
行
令｣

を

｢

学
校
保
健
安
全
法
施
行
令｣

に
、

｢

学
校
保
健
法
施
行
規
則｣

を

｢

学

校
保
健
安
全
法
施
行
規
則｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

｢

第
六
条｣

を

｢

第
十
三
条｣

に
改
め
、
同

項
第
二
号
中

｢
第
六
条｣

を

｢

第
七
条｣

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

｢

第
八
条｣

を

｢

第
九
条｣

に

改
め
、
同
項
第
四
号
中

｢

第
九
条｣

を

｢

第
十
条｣

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

｢

第
二
十
六
条｣

を

｢

第
二
十
五
条｣

に
改
め
、

｢

中
学
校｣

の
下
に

｢

並
び
に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程｣

を
、

｢
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特
別
支
援
学
校｣

の
下
に

｢

の
小
学
部
及
び
中
学
部｣

を
加
え
、
同
表
第
四
項
第
三
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
四
号

公
職
の
候
補
者
等
が
使
用
し
得
る
演
説
会
施
設
の
指
定

(

昭
和
五
十
三
年
一
月
福
岡
県
選
挙
管
理
委

員
会
告
示
第
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

藤

井

克

已

表
中
古
賀
市
の
項
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
る
。

福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長

常

盤

洋

一

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則

(

平
成
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中

｢

第
四
十
一
号｣

の
下
に

｢

。
以
下

｢

県
職
員
給
与
条
例｣

と
い
う
。｣

を
、

｢

第
五
十

号｣

の
下
に

｢

。
以
下

｢

警
察
職
員
給
与
条
例｣

と
い
う
。｣

を
加
え
る
。

第
六
条
第
二
項
中

｢

第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て｣

を

｢

以
下｣

に
改
め
る
。

第
十
条
の
七
中

｢

第
十
条
の
二｣

を

｢

第
十
条
の
三｣

に
、

｢

第
十
条
の
三｣

を

｢

第
十
条
の
四｣

に
、

｢

第
十
条
の
四｣

を

｢

第
十
条
の
五｣

に
、

｢

条
例
第
九
条
の
二｣

を

｢

条
例
第
九
条
の
三｣

に

改
め
、
同
条
を
第
十
条
の
八
と
す
る
。

第
十
条
の
二
か
ら
第
十
条
の
六
ま
で
の
規
定
中

｢

条
例
第
九
条
の
二｣

を

｢

条
例
第
九
条
の
三｣

に

改
め
、
第
十
条
の
六
を
第
十
条
の
七
と
し
、
第
十
条
の
二
か
ら
第
十
条
の
五
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定)

第
十
条
の
二

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
県
職
員
給
与
条
例

第
十
五
条
第
四
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
四
項
及
び
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

(

昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
一
号
。
以
下

｢

学
校
職
員
給
与
条
例｣

と
い
う

。)

第
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
六
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に
係
る
月

(

次
項
に
お

い
て

｢

六
十
時
間
超
過
月｣

と
い
う
。)

の
末
日
の
翌
日
か
ら
同
日
を
起
算
日
と
す
る
二
月
後
の
日

ま
で
の
期
間
と
す
る
。

２

任
命
権
者
は
、
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
時
間
外
勤
務
代
休
時
間

(

同
項
に
規

定
す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
前
項
に
規
定
す

る
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等

(

休
日
及
び
代
休
日

(

条
例
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
休
日
を

い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
除
く
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
う
ち

、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
に
代
え
よ
う
と
す
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
に
係
る
六
十
時
間

超
過
月
に
お
け
る
県
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
四
項
又

は
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間

(

以
下
こ
の
項
及
び
第
六

項
に
お
い
て

｢

六
十
時
間
超
過
時
間｣

と
い
う
。)

の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
時
間
数
の
時
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

県
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
又
は
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
に
掲

げ
る
勤
務
に
係
る
時
間

(

次
号
に
掲
げ
る
時
間
を
除
く
。)

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間

超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数

二

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

(

平
成
四
年
福
岡
県
条
例
第
四
号)

第
十
七
条
第

二
項

(

同
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
県
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
学
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校
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
又
は
県
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
、
警
察
職
員
給
与

条
例
第
十
四
条
第
三
項
若
し
く
は
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
七
時
間
四

十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
係
る
時
間

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間

の
時
間
数
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数

三

県
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号

又
は
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
時
間

当
該
時
間
に

相
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
十
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
指
定
は
、
四
時
間
又
は
七
時
間
四
十
五
分

(

年
次
休
暇
の
時
間
に

連
続
し
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
次
休
暇
の
時
間
の
時
間

数
と
当
該
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
時
間
数
を
合
計
し
た
時
間
数
が
四
時
間
又
は
七
時
間
四
十
五
分

と
な
る
時
間)

を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

任
命
権
者
は
、
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務

時
間
の
一
部
に
つ
い
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間

内
に
あ
る
勤
務
日
等
の
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
す
る
勤
務
時
間
に

つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
任
命
権
者
が
、
業
務
の
運
営
並
び
に
職
員
の
健
康
及

び
福
祉
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

任
命
権
者
は
、
職
員
が
あ
ら
か
じ
め
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
を
希
望
し
な
い
旨
申
し
出
た

場
合
に
は
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
し
な
い
も
の
と
す
る
。

６

任
命
権
者
は
、
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
が
六
十
時
間
超
過
時
間
の
勤
務
を
し

た
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
に
特
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
前
項
に
規
定

す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
職
員
に
対
し
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

７

時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中

｢(

同
項
に
規
定
す
る
代
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

｣

を
削
り
、

｢
(

休

日｣

を

｢
(

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日

等
及
び
休
日｣

に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
四
項
中

｢

残
日
数

(｣

の
下
に

｢

一
日
未
満
の
端
数
を
含
む
。｣

を
加
え
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中

｢

年
次
休
暇
の
残
日
数｣

の
下
に

｢
(

一
日
未
満
の
端
数
を
含
む
。
以
下
こ
の

条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

｣

を
加
え
、

｢
(

条
例
第
三
条
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
一
日
の
勤

務
時
間
の
時
間
数
の
二
分
の
一
以
下
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
当
該
勤
務
時
間
の
時

間
数
の
二
分
の
一
を
超
え
る
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
上
げ
た
日
数)

｣

を
削
り
、
同
条
第
二

項
中

｢
(

そ
の
者
の
勤
務
日
に
お
け
る
最
も
長
い
勤
務
時
間

(

当
該
勤
務
時
間
が
七
時
間
四
十
五
分
を

超
え
る
職
員
に
あ
っ
て
は
七
時
間
四
十
五
分
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

｢

最
長
勤
務
時
間｣

と

い
う
。)

の
時
間
数
の
二
分
の
一
以
下
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
者
の
最
長
勤

務
時
間
の
時
間
数
の
二
分
の
一
を
超
え
る
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
上
げ
た
日
数)

｣

を
削
る

。
第
十
四
条
中

｢

一
日
又
は
一
時
間｣

を

｢

一
日
、
一
時
間
又
は
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
単
位｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
次
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
中

｢

週
休
日｣

の
下
に

｢

、
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
い
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤

務
日
等｣

を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
中

｢

及
び｣

を

｢

、
第
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に｣

に
改
め
、

｢

週
休
日

の
振
替
等｣

の
下
に

｢

、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し

、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長

常

盤

洋

一

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員

会
規
則
第
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
十
三
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十

四
条
第
四
項
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
時
間
外
勤
務
手
当
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
給
料
の
支
給
日
に
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間

(

以
下

｢

時
間
外
勤

務
代
休
時
間｣

と
い
う
。)

の
指
定
に
代
え
ら
れ
な
か
っ
た
時
間
外
勤
務
手
当

前
項
に
規
定
す

る
給
料
の
支
給
日
の
属
す
る
給
与
期
間
の
次
の
給
与
期
間
に
お
け
る
給
料
の
支
給
日

二

指
定
さ
れ
た
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
に
勤
務
し
た
場
合
に
お
い
て
支
給
す
る
時
間
外
勤
務
手
当

前
項
に
規
定
す
る
給
料
の
支
給
日
の
属
す
る
給
与
期
間
の
次
又
は
次
の
次
の
給
与
期
間
に
お
け

る
給
料
の
支
給
日

第
十
三
条
の
四
第
一
項
中

｢

又
は
次
項｣

を

｢
、
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
い
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
日
又
は
次
項｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長

常

盤

洋

一

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則

(

昭
和
五
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
イ
甲
表
中

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
九
条
第
五
項
の
へ
き
地
公

署
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長

常

盤

洋

一

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
九
条
第
五
項

の
へ
き
地
公
署
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
九
条
第
五
項
の
へ
き
地
公

署
を
定
め
る
規
則

(

平
成
十
八
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号)

は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
十
二
条
の
給
料
の
調
整
額

の
経
過
措
置
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長

常

盤

洋

一

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
十
二
条
の
給

料
の
調
整
額
の
経
過
措
置
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

� � � � ����������	 
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｢
｢

を

に
改
め
る
。

｣
｣

１等航海士
１等機関士
通信長

船 長
機関長

一等航海士
一等機関士
通信長
企画主査

船 長
機関長
参事補佐



福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
十
二
条
の
給
料
の
調
整
額

の
経
過
措
置
を
定
め
る
規
則

(

平
成
十
八
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
二
号)

は
、
廃
止
す
る

。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

事
務
局

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長

常

盤

洋

一

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程

(

平
成
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号)

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
給
与
公
平
課
の
項
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

� � � � ����������	 
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名 課

項

事

項

一

福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則

(

平
成
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第

五
号)

に
基
づ
く
次
の
事
務

課 平 公 与 給

１

第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
お
い
て
七
時
間

四
十
五
分
の
勤
務
時
間

(

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に

あ
っ
て
は
、
一
日
の
平
均
勤
務
時
間)

が
割
り
振
ら
れ
る
日
を
定
め
る
こ
と
。

２

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
お
い
て
職
員
の
申
告
ど

お
り
に
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
場
合
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
。

３

第
三
条
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
お
い
て
勤
務
時

間
の
割
振
り
の
変
更
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
。

４

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
お
い
て
勤
務
時
間
の
申

告
簿
等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

５

第
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
休
憩
時
間
を
一
斉
に
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
勤
務

を
定
め
る
こ
と
。

６

第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
の
行
事
が
行
わ
れ
る
日
で
正
規
の
勤
務
時
間
に

お
い
て
職
員
に
宿
日
直
勤
務
と
同
様
の
勤
務
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
日
を
指
定
す
る

こ
と
。

７

第
十
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
の
手
続
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

８

第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
休
日
の
代
休
日
の
指
定
の
手
続
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
。

９

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
年
次
休
暇
の
日
数
を
定
め
る
こ
と
。

10

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
再
任
用
職
員
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
年
次
休
暇
の
日
数
を
定
め
る
こ
と
。

11

第
十
二
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
年
次
休
暇
に
つ
い
て
、
職
員
と
し

て
在
職
し
て
い
た
と
同
等
の
取
扱
い
を
す
る
法
人
に
準
ず
る
法
人
と
認
め
る
こ
と
。

12

第
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
人
事
交
流
等
職
員
の
う
ち
使
用
し
た
年
次

休
暇
に
相
当
す
る
休
暇
の
日
数
が
明
ら
か
で
な
い
者
の
年
次
休
暇
の
日
数
を
定
め
る
こ

と
。

13

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
年
次
休
暇
の
単
位
ご
と
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

定
め
る
こ
と
。

14

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
病
気
休
暇
の
期
間
が
百
八
十
日
と
な
る
疾
患
を

定
め
る
こ
と
。

15

第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
に
お
い
て
活
動

の
対
象
と
な
る
施
設
を
定
め
る
こ
と
。

16

第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
ニ
の
規
定
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
に
つ
い
て
列
記

さ
れ
た
活
動
以
外
の
活
動
を
承
認
す
る
こ
と
。

17

第
十
六
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
出
産
補
助
休
暇
が
認
め
ら
れ
る
期
間

を
定
め
る
こ
と
。

18

第
十
六
条
第
一
項
第
十
八
号
の
規
定
に
よ
り
、
夏
季
休
暇
が
認
め
ら
れ
る
期
間
を
定

め
る
こ
と
。

19

第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
休
暇
の
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
事

実
上
父
母
及
び
子
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
定
め
る
こ
と
。

20

第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
勤
務
の
制
限
又
は
休
暇
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
。

名 課

項

事

項

三

福
岡
県
の
職
員
の
分
限
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
四
十
七
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号)

に
基
づ
く
次
の
事
務

課平公与給

１

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
権
限
委
任
等
の
通
知
を
受
理
す
る
こ
と
。

２

第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
任
命
権
者
が
分
限
処
分
を
行
っ
た
場
合
の
処
分
の
通
知
を



附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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受
理
す
る
こ
と
。


